
第３６３回常議員会並びに第１４７回通常議員総会 次第 

１、日  時   令和６年３月２５日（月）１５時００分～ 

 

２、場  所   三谷温泉 平野屋 遠望峰（３階） 

 

３、議  題 

  議案第１号 令和６年度 

１．事業計画並びに一般会計収支予算承認に関する件 

２．（特別会計）中小企業相談所収支予算承認に関する件 

３．（特別会計）会館運営会計収支予算承認に関する件 

４．（特別会計）労働保険事務組合収支予算承認に関する件 

５．（特別会計）共済事業収支予算承認に関する件 

６．（特別会計）退職給与積立金収支予算承認に関する件 

７．（特別会計）コワーキングスペース運営事業収支予算承認 

        に関する件 

８．（特別会計）一店逸品発掘事業収支予算承認に関する件 

議案第２号 監事１名補充選任承認に関する件 

議案第３号 小規模企業振興委員の委嘱に関する件 

  議案第４号 本所定款の一部改正に関する件 

議案第５号 本所年次有給休暇の積立制度規程の制定に関する件 

  議案第６号 本所資格取得支援規程の制定に関する件 

  議案第７号 本所諸証明手数料徴収規約一部改正に関する件 

  議案第８号 会員加入承認に関する件 

 

４、報告事項 

 （１）議員の職務を行う者の異動について 

（２）蒲郡ベンチアートプロジェクトについて 

（３）映画「わたのまち（仮称）」制作事業について 

（４）健康経営優良法人 2024（ブライト 500）の認定について 

（５）三遠ネオフェニックスの蒲郡市ＤＡＹについて 

（６）景況調査（１０月～１２月）について 

（７）能登半島地震義援金の第一次締切結果について 

（８）ＢＷＣキャンペーンＰａｒｔ２について 

（９）大阪万博について 

（10）その他 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 常議員会並びに議員総会日程 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

・議案審議並びに報告事項         １５：００～１６：２０ 

・退任議員への感謝状贈呈         １６：２０～１６：２５ 

・会員事業所表彰             １６：２５～１６：３０ 

・蒲郡市長の講演会            １６：４０～１７：１０ 

・懇 親 会               １７：１５～１８：４５ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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令 和 ６ 年 度 

 

 

事業計画並びに収支予算書(案) 
 

 

 

 

自 令和 ６ 年 ４ 月 １ 日 

至 令和 ７ 年 ３ 月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒲 郡 商 工 会 議 所 

 

議案第1号
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令和６年度 蒲郡商工会議所 事業計画 

（令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日） 

 

基本方針 

新型コロナウイルス感染症が５類へ移行し、徐々に経済活動の再開が期待される中、ロ

シアのウクライナ侵攻やイスラエルのガザ地区への攻撃が続き地政学的な不確実性が経

済に大きな影響を及ぼしています。 

地域経済では、令和６年度に国道２３号蒲郡バイパスが全線開通することで、交通アク

セスが改善される一方で市街地への交通の流れが大幅に変わります。また、物価上昇や燃

料費の高騰を受け生産コストの上昇や賃金の引上げも話題となっており、数十年振りのデ

フレ脱却の実現も期待されています。働き方改革関連法に伴う時間外労働の上限規制、い

わゆる２０２４問題としての慢性的な人手不足も大きな課題です。蒲郡市は市制施行７０

周年の節目の年であり、地域全体として大きな変革期を迎えます。 

蒲郡商工会議所創立７０周年で掲げた長期ビジョンでは従業員１人あたりの売上額又

は出荷額の増加および市内事業所数に対する会員数から算出される組織率向上が目標に

設定され、この目標値を達成すべく、最終３ヵ年となる第Ⅲ期アクションプラン（Ｒ５－

Ｒ７）を着実に実施します。 

具体的には、コロナ禍で疲弊した企業の経営改善に向けた支援、各種補助金や助成金の

申請に向けた支援、人手不足の一助となり得るデジタルトランスフォーメーションの推進、

産学連携やスタートアップ等の連携強化による地域のオープンイノベーションの促進支

援、コワーキングＥＧＧを活用した創業および新事業展開への支援、働く人の健康づくり

と健康経営の推進、地元産業界から強い要望があるインフラ整備促進に向けた行政への要

望活動の強化、サーキュラーエコノミーの実装に向けた支援、カーボンニュートラル経営

の推進などに積極的に取り組みます。 

２年目となる公式ＬＩＮＥの有効活用、定例開催するプレスリリースによる会員企業の

情報発信、会報誌やメルマガによる会議所活動の発信、ホームページによる支援情報や施

策の早期発信など、第Ⅲ期アクションプランのサブテーマである「発信力」の強化を推進

します。 

また、蒲郡ベンチアートプロジェクトやグルメ、ロケ誘致によるシティセールス事業の

推進、繊維産業の活性化に向け東京ガールズコレクションを起爆剤とした地場産業活性化

プロジェクトの推進にも力を注ぎ、当地の魅力発信に努めます。 

加えて、部会再編として、１２部会から部会数を減少させ、業種ごとの密度を深めた部

会活動が実施できる組織体制を構築し、産業界の密度の濃い声を集約して行政への要望活

動に反映します。市への要望は、蒲郡市産業振興ビジョンに沿った内容とすることで実現

への可能性を高め、市との連携を強化して蒲郡市全体の産業振興に努めます。 

長期ビジョンで掲げる「蒲郡 INNOVATION HUB」を目指し、生産性が高く活力に満ちた地

域経済の実現のため、会員の皆様から地域総合経済団体として、〝頼りにされ、信頼され

る商工会議所″を合言葉に、これからの一年間、地域産業の振興発展のため全力を尽くし

ます。 
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事 業 項 目（令和６年度） 

 

１．産業振興政策提言・要望 

○地域活性化に向けた将来像の共有化  

（１）蒲郡市産業振興ビジョンに関する施策実施に向けた提言 

（２）行政・議会と本所役員・議員との意見・情報交換の推進 

○インフラ整備促進等に関する要望の強化  

（１）国道２３号蒲郡バイパス、国道４７３号の整備促進 

（２）国道２４７号四車線化の整備促進  

（３）県道大塚・金野線の整備促進 

（４）－１１ｍ岸壁、後背地整備等港湾機能の整備促進 

（５）設楽ダム建設等水資源確保及び施設整備促進 

（６）工業用地確保及び産業空洞化対策促進 

（７）名古屋鉄道西尾・蒲郡線存続 

（８）関係団体等との連携強化 

・国道２３号蒲郡バイパス建設促進協議会への参画 

・一般国道１５１号改良促進期成同盟会への参画 

・名浜道路推進経済連合会への参画 

・東三河縦貫道路建設促進期成同盟会への参画 

・三遠南信自動車道早期開通期成同盟会への参画 

・愛知県港湾経済連合会への参画 

・三河港振興会への参画 

・豊川水系総合開発促進期成同盟会への参画 

・豊川用水二期事業促進協議会への参画 

・名鉄西尾・蒲郡線活性化協議会への参画 

・三河地域新幹線駅利用促進期成同盟会への参画 

・三河港港湾計画検討委員会への参画 

○蒲郡市に対する各種施策要望の強化 ※  

（１）産業振興に対する施策提言 

・消費喚起及び需要の下支えに対する提言 

プレミアム付商品券の発行継続、キャッシュレス決済導入促進 

・観光及び商業振興に対する提言 

   蒲郡ならではの観光地づくり及びイベント開催、観光２次交通の整備、多言語表記の案内看板 

・地場産業支援に対する提言 

 繊維や食の産地としてのサプライチェーン強化及びブランド化、地産食材の導入促進 

特殊生産設備の知識を引継ぐ人材育成、健康経営優良法人への取得支援 

・創業及び起業支援に対する提言 

蒲郡市創業支援事業費補助金の継続及び拡充 

・新分野及び新商品開発並びに販路開拓支援に対する提言 

企業間交流機会の創出、新産業・新商品創出に向けた支援 

地域のオープンイノベーションの促進、蒲郡市販路拡大事業費補助金制度の拡充 

事業内容の一部転換や新規事業分野への進出および転換への支援 

・雇用に対する提言 

物流産業の人材雇用及び資格取得の支援、女性が働き易い職場環境の整備支援 

子育て世代の復職を推進する支援 

     ・ＤＸ推進に対する提言 

生産性向上に向けたＩＴ人材育成、ＤＸ推進補助金の創設 

・サーキュラーシティ推進に対する提言 

モデル事業支援金の拡充、再生可能及び省エネルギー設備導入補助金の創設 
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・その他提言 

中小企業のＢＣＰ促進に対する支援、水道料の減額処置の継続および拡充 

（２）地域振興に対する施策提言 

  ・インフラ整備に対する提言 

企業用地の確保のための用地調査及び同用地購入時における優遇制度の創設 

研究開発系区域の工業系区域への変更、遊休地や耕作放棄農地の企業用地化 

浜町地区における緑地の企業用地化、ＩＴ産業の誘致、老朽化したインフラの整備 

蒲郡港整備とクルーズ船サービス施設の整備、急速充電器などのインフラ整備 

・魅力ある地域づくりに対する提言 

蒲郡駅周辺・東港地区・竹島周辺の再開発の推進 

・新しい働き方への地域対応への提言 

地域全体でのワーケーション推進 

・人材育成に対する提言 

三谷水産高校、豊橋技科大、愛知工科大学等との産学官連携の推進 

（３）その他 

交通事故防止に向けた浜町地区内道路整備 

 

２．ひとづくり事業 

○人材育成の支援 

（１）Ｇ.アカデミー事業の充実 

・階層別、テーマ別の研修カリキュラムの拡充 

・Ｇ.アカデミー登録者数及びセミナー利用者の拡大 

・Webセミナーの活用促進 

（２）東三河広域経済連合会（東三河産業アカデミー）への参画  

（３）資格取得セミナー等の開催 

・初級簿記講座（日商簿記検定３級程度）の開催 

（４）検定試験の実施と受験者の拡大 

・簿記検定試験の実施 

・珠算検定試験の実施 

・日商ＰＣ・プログラミング検定の実施 

・珠算競技大会と珠算優良生表彰式の開催 

○人材マッチング支援 

（１）学生就職情報センター事業の充実及び広域連携強化 

・東三河合同企業研究フェアの開催及び参加者（企業・学生）の拡大  

・Ｗｅｂを活用した求人情報発信の強化 

（２）労働力の確保と雇用安定対策の推進 

  ・「モグジョブ」加盟による会員事業所と地元学生のマッチング支援  

○福利厚生支援事業の強化 

（１）労働保険の適用促進と労働保険事務組合における受託業務の充実  

（２）業務災害補償プランの加入促進 

（３）ビジネス総合保険制度の加入促進 

・製造物責任法（ＰＬ法）対応と中小企業ＰＬ保険の加入促進 

・個人情報保護法対応と個人情報漏えい賠償責任保険の加入促進 

・休業補償プランの加入促進  

（４）生活習慣病予防健診の充実  

（５）共済制度（生命共済・特定退職金共済）・福祉制度の加入促進  

 

３．ものづくり事業 

○地域の中核産業の成長促進 ～オープンイノベーションの促進～  

（１） 産・学・官・金ネットワーク体制の強化  

・地元企業と大学との事業連携の支援  

・がまごおり産学官ネットワーク会議への参画 
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（２）蒲郡技術科学振興会の運営 

・生産性の向上並びに販売力の強化に向けたセミナーの開催  

・ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進に向けた支援 

・先端工場・展示会等の視察研修会の実施  

・カーボンニュートラルの推進に向けた支援 

（３）課題解決のための専門家派遣  

（４）広域連携事業の強化 

・東三河広域経済連合会（東三河産業創出協議会）への参画 

○地場産業の活性化 ～三河産地プロモーションの促進～  

（１）「テックスビジョン２０２４ミカワ」の開催  

（２）三河繊維産業商品開発研究会事業の実施 

（３）ミカワ・テキスタイル・ネットワーク協議会事業の実施 

（４）地場産業活性化プロジェクトへの参画 ※ 

 

４．まちづくり事業 

○まちなかの賑わい・活性化   

（１）がまごおり海辺のまちづくりの促進 

・『観光交流立市』の玄関口に相応しい蒲郡駅周辺・海辺のまちづくりの検討 

・竹島エリアの魅力向上に関する検討 

○観光産業の振興   

（１）蒲郡シティセールスプロジェクトの推進  

・官民連携体制（蒲郡市シティセールス推進協議会）による推進 

・ロケ誘致による魅力発信と蒲郡グルメの開発 

・蒲郡ベンチアートプロジェクトの推進 

（２）着地型観光の推進 

・地域性を活かした体験交流型プログラムを提供する『ＭＩＫＡＷＡ de 遊び１００』の推進 

（３）三河観光ＧＯＮ事業の実施 （蒲郡の『Ｇ』岡崎の『Ｏ』西尾の『Ｎ』） 

・ＧＯＮエリアの広域連携を強化して経済活動の活性化を推進  

（４）愛知県観光協会、近隣観光団体等及び蒲郡市観光協会との連携を強化し広域的観光を推進 

（５）海外インバウンド、各種観光展・キャンペーンへの協力 

（６）地域イベントへの協力（蒲郡まつり・農林水産まつり等） 

○商業活性化事業の推進 

（１）一店逸品発掘事業の実施 

（２）商店街活性化イベント｢福寿稲荷ごりやく市｣等への協力 

（３）中心市街地活性化事業の推進および中心市街地活性化専門小委員会の運営 

 

５．ヘルスケア産業の創出  

○働く人の健康づくりの推進 

（１）『健康宣言企業 200社』を目標として健康宣言企業に対するサポート事業の実施  

○アンチエイジングサービス事業化の促進 

（１）健康的なライフスタイルを提案するイベントの開催、体験型プログラムの提供  

○癒しとアンチエイジングの郷推進協議会の運営 

○東三河広域経済連合会 健康な地域社会創造プロジェクト委員会の運営 

 

６．経営支援事業 

○中小企業相談所事業 

（１）新型コロナウイルスに関する経営相談窓口の開設 

（２）巡回・窓口相談事業の実施 

（３）講演会・講習会の開催並びに専門指導員による定例相談の実施 

（４）記帳継続指導・記帳機械化指導の実施 

（５）若手後継者・経営者の育成支援 

（６）ビジナビ経営サポート事業の実施（需要を見据えた計画的な経営を伴走型でサポート） 
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・景況調査の実施 

・経営状況分析、事業計画策定支援、策定後の実施支援 

・「ビジナビ」経営相談及び専門家派遣の実施 

（７）創業支援事業の実施 

・創業支援セミナーの開催 

・がまごおり創業倶楽部の運営 

・創業融資制度等の活用支援 

（８）オープンイノベーション推進事業の実施 

・コワーキングＥＧＧを核とし各支援機関と連携したイノベーションの促進 

・ＩＴ活用支援等によるＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進 

・ビジナビＤＸ相談及びＥＧＧセミナー等の実施 

（９）グリーンイノベーション推進事業の実施 

  ・サーキュラーエコノミー実装支援による循環型経済分野におけるイノベーションの促進 

  ・省エネ支援等によるカーボンニュートラル経営の推進 

（10）販路開拓支援事業の実施 

・販路開拓・拡大に係る補助金活用・申請支援 

・新商品開発・販路開拓支援事業の実施 

・商品・サービスのプロモーションの支援 

（11）人材育成支援事業の実施 

・Ｇ.アカデミー人材育成セミナー・Web セミナーの実施 

（12）小規模事業者経営改善資金審査委員の委嘱並びに審査会の開催 

（13）小規模企業振興委員の委嘱並びに連絡会議の開催 

（14）産業力向上事業の実施 

（15）事業環境変化対応型支援事業の受託 

（16）制度改正等の課題解決環境整備事業の受託 

○地域連携商談会事業 

（１）アライアンス・パートナー発掘市への参画（名古屋） 

（２）地域商談会への参画（三河・知多会場） 

（３）地域の絆情報交換・商談会の開催（豊橋） 

○ＩＴ活用支援事業 

（１）ビジネスポータルサイト｢愛知ビジネスパーク いざ検索！｣の運営 

 

７．組織力の向上と財政基盤の安定化 

○会員サービス向上に向けた事務局体制・会員組織の強化 

（１）会員サービスの向上 

・入会 3 年以内の会員交流事業の実施  

・新年交礼会（1月）の実施 

・ＣＨＡＭＢＥＲＳ（会議所）カード事業の普及 

・電子証明書の取次業務の実施 

・貿易関係証明、ＥＰＡ（経済連携協定）・ＦＴＡ（自由貿易協定）における特定原産地証明書発

給および非特恵原産地証明のオンライン発給の推進、その他事業内容証明等の発行 ※ 

・商取引の照会斡旋 

・会館予約システムの利用促進および利便性の向上 ※ 

（２）発信力強化 

・会報（Ｔｈｅ Ｃｈａｍｂｅｒ Ｎｅｗｓ）の発行・紙面充実・リニューアルの検討  

・月例記者会見での企業のプレスリリースの実施及びホームページでの発信 

・Ｗｅｂを活用した迅速・的確な情報発信機能の強化 

・メールマガジンの配信 

・ＳＮＳ（ＬＩＮＥ）を活用した情報発信 

・会員サービス及び地域産業の情報発信 

（３）事務局機能の強化 

  ・事務作業効率化のためＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）化の推進 
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  ・職員の専門知識習得やスキルアップの推進 

○財政基盤の強化 

（１）組織率５０％達成に向けた組織的・計画的な会員増強体制の構築  

・会員増強キャンペーンの実施 

（２）会館貸会議室の利用促進 

○商工会議所の運営基盤の強化 

（１）議員総会、常議員会、正副会頭会議の開催 

（２）部会、委員会活動の活性化  

（３）青年部活動の活性化 

〇ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進  

（１）Ｗｅｂ会議システム等の利用促進 

（２）タブレット・ＰＣを活用したペーパーレス化の推進 

 

８．その他事業 

○調査情報活動 

（１）事業所調査の実施 

（２）ＬＯＢＯ調査（早期景気観測調査）等調査活動の強化 

○環境保全 

（１）容器包装リサイクル法に基づく再商品化委託業務の受託 

（２）穂の国森づくりの会への協力 

○その他 

（１）感染症対策・防災対策（ＢＣＰ等）策定の支援 

（２）地方創生とＳＤＧｓの推進 

・包括連携協定に基づいたＳＤＧｓの推進 

（３）国際展開に向けた支援体制の構築 

・貿易証明取得のサポート 

・海外取引販路拡大の支援 

・国際ビジネス最新情報の発信   

（４）専門家集団との連携による相談ネットワーク構築の検討  

（５）蒲郡石油業協同組合、愛知県石油商業組合東三河蒲郡地区の運営支援 

（６）東三河法人会蒲郡支部の運営支援 

（７）東三河広域経済連合会への参画 

（８）三河中央エリア経済会議（岡崎・西尾・蒲郡商工会議所、商工会）への参画 

（９）金曜会（市内官公庁懇談会）への参画 

（10）工業用水の有効利用と蒲郡工業用水道協議会の運営支援 

（11）愛知県警察官友の会、（財）愛知県警察育英会への協力 

（12）保健所、東三河地域産業保健センターへの協力 

東三河南部医療圏地域・職域連携推進協議会等への協力 

（13）日本電信電話ユーザ協会愛知支部への協力 

（14）社会福祉協議会等への協力 

（15）三遠南信地域連携ビジョン推進会議（ＳＥＮＡ）への参画と協力 
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蒲郡商工会議所
(単位　千円）

比 較 増 減
（△印 減）

 一般会計 100,535 98,555 1,980

（特別会計）中小企業相談所 66,450 59,150 7,300

（特別会計）会館運営 56,920 57,675 △ 755

（特別会計）労働保険事務組合 6,900 6,100 800

（特別会計）共済事業 42,200 44,400 △ 2,200

（特別会計）退職給与積立金 80,741 75,241 5,500

（特別会計）コワーキングスペース
　　　　　　　　　　　　　　　　　運営事業

1,880 1,580 300

（特別会計）一店逸品発掘事業 1,680 1,750 △ 70

合　　　　　計 357,306 344,451 12,855

令和６年度 予算総括表

（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

会　　　計　　　別 本年度予算額 前年度予算額 備　考
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蒲郡商工会議所
(単位　千円）

比 較 増 減

（△印　減）

1.会 費 40,435 40,435 0

1.会 費 32,000 32,000 0 1,700名　6,725口

2.
役 員 議 員
特 別 会 費

8,400 8,400 0
会  頭 800千円 常議員･監事 100千円
副会頭 400千円 議員 50千円

3.過年度会費 35 35 0

2.事業収入 43,200 40,620 2,580

1.
事 業 管 理
負 担 金

9,000 7,320 1,680 共済事業管理負担金

2.手 数 料 5,000 4,800 200 各種証明手数料,会報広告料等

3.検 定 料 2,600 1,500 1,100 各種検定料

4.事務委託料 6,600 6,600 0 各種事務委託料

5.
就 職 情 報
ｾﾝﾀｰ参加料

0 400 △ 400 地元企業説明会参加料等

6.
そ の 他
事 業 収 入

4,000 4,000 0 新年交礼会会費収入等

7.
青 年 部
事 業 収 入 16,000 16,000 0 青年部事業収入

3.交 付 金 4,500 4,500 0

1.補 助 金 4,500 4,500 0 蒲郡市補助金

4.雑 収 入 200 200 0

1.雑 収 入 200 200 0

5.繰 入 金 3,200 3,200 0

1.
財 政 調 整
基金積立金

1,000 1,000 0 財政調整基金積立金会計より繰入

2.
労 働 保 険
事 務 組 合

2,200 2,200 0 労働保険事務組合報奨金

6.繰 越 金 9,000 9,600 △ 600

1.繰 越 金 9,000 9,600 △ 600 前年度繰越金

100,535 98,555 1,980合　　　　計

令和６年度 一般会計収支予算

（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

◎収 入 の 部

科　　　　目
本年度予算額前年度予算額 備　　　　考

款 項
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本 年 度 前 年 度 比較増減

予 算 額 予 算 額（△印 減）

1.事業費 39,700 38,270 1,430

1.一 般 事 業費 37,200 36,170 1,030

1. 部会運営費 2,200 2,200 0 7部会開催運営費

2.
産 業 振 興
対 策 費

9,000 9,000 0 基盤整備並びに産業育成振興費

3. 観光対策費 2,000 1,500 500 観光事業対策費

4. 地域振興費 200 200 0 蒲郡まつり協賛金等

5. 技術振興費 1,300 1,500 △ 200 産業技術振興,検定費等

6.
就 職 情 報
ｾﾝﾀｰ事業費

0 470 △ 470 地元企業説明会事業費等

7. 広 報 費 5,000 4,500 500 会報発行費,ＷＥＢ運営費

8. 調査研究費 400 400 0 調査研究費

9.
法定台帳作成
管 理 運 用 費

800 100 700 台帳作成整備費

10.
そ の 他
事 業 費

300 300 0

11.青年部事業費 16,000 16,000 0 青年部事業費

2.会 議 費 2,500 2,100 400

1. 会 議 費 1,000 700 300 東三河広域経済連合会会議費等

2. 委員会運営費 300 300 0 5委員会開催費

3.
議 員 総 会
常議員会費

1,200 1,100 100 議員総会・常議員会開催費

2.管理費 35,900 34,935 965

1.給 与 費 22,000 20,135 1,865

1. 俸 給 12,500 11,135 1,365 役職員4名俸給

2. 諸 手 当 2,500 2,200 300 職務･扶養･住居･通勤･時間外手当

3. 賞 与 7,000 6,800 200

2.福 利 厚 生費 4,800 4,800 0

1. 福利厚生費 4,800 4,800 0 社会保険料等

3.旅 費 700 700 0

1. 旅 費 700 700 0 役職員出張旅費

4.
団 体 管 理
運 営 費

700 700 0

1.
団 体 管 理
運 営 費

700 700 0 受託団体運営費

5.事 務 費 2,800 2,750 50

1. 通信運搬費 700 700 0 電話料,郵送料

2. 什器備品費 300 300 0 事務機器購入費

3. 消 耗 品 費 400 400 0 事務用品購入費

◎支 出 の 部

科　　　　目
備　　　　考

款 項 目
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4. 図 書 費 450 400 50 新聞･図書購入費

5. 印 刷 費 900 900 0 事業報告書等印刷費

6. その他諸費 50 50 0

6.渉 外 費 600 600 0

1. 会議所交際費 500 500 0 会議所交際費,慶弔費等

2. 役員交際費 100 100 0

7.公課･分担金 3,450 4,400 △ 950

1. 分 担 金 3,100 4,100 △ 1,000 日本商工会議所会費,消費税等

2. その他分担金 350 300 50

8.雑 費 850 850 0

1. 雑 費 850 850 0

3．繰出金 16,750 17,150 △ 400

1．
中 小 企 業相
談 所 繰 出金

12,000 12,200 △ 200

1．
中 小 企 業相
談 所 繰 出金

12,000 12,200 △ 200 中小企業相談所会計へ繰出

2．
退 職 給 与積
立 金 繰 出金

3,700 3,700 0

1．
退 職 給 与積
立 金 繰 出金

3,700 3,700 0 退職給与積立金会計へ繰出

3.
産 業 力 向上
事 業 繰 出金

0 250 △ 250

1.
産 業 力 向上
事 業 繰 出金

0 250 △ 250 産業力向上事業会計へ繰出

4.
ｺﾜｰｷﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽ
運営事業繰出金 650 650 0

1.
ｺﾜｰｷﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽ
運営事業繰出金 650 650 0 ｺﾜｰｷﾝｸﾞ運営事業会計へ繰出

5.
一店逸品発掘
事業繰出金

400 300 100

1.
一店逸品発掘
事業繰出金

400 300 100 一店逸品発掘事業会計へ繰出

6.
専門アドバイザー
支援事業操出金 0 50 △ 50

1.
専門アドバイザー
支援事業操出金 0 50 △ 50 専門アドバイザー支援事業会計へ繰出

4．積立金 4,000 4,000 0

1．
財 政 調 整
基 金 積 立金

1,000 1,000 0

1．
財 政 調 整
基 金 積 立金

1,000 1,000 0

2.
会 館 営 繕
積 立 金

3,000 3,000 0

1.
会 館 営 繕
積 立 金

3,000 3,000 0

5．予備費 4,185 4,200 △ 15

1．予 備 費 4,185 4,200 △ 15

1． 予 備 費 4,185 4,200 △ 15

100,535 98,555 1,980合　　　　計　

（付記）支出予算に不足を生じた場合、会頭は監事の了解を得て款内又は予備費より流用することが出来る。
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蒲郡商工会議所
(単位　千円）

本 年 度 前 年 度 比 較 増 減

予 算 額 予 算 額 （△印 減）

1.県 補 助 金 31,250 30,280 970

小規模事業経営支援
事 業 費 補 助 金

2.市 補 助 金 12,000 4,000 8,000

小 規 模 指 導
事業費補助金
産 業 力 向 上
事 業 費 補 助 金

3.委 託 金 1,600 3,070 △ 1,470

事 業 環 境 変 化
対 応 型 支 援 事 業

制度改正等の課題
解決環境整備事業

4.事 業 収 入 3,000 3,000 0

5.雑 収 入 100 100 0

1.雑 収 入 100 100 0

6.繰 入 金 12,000 12,200 △ 200

1.繰 入 金 12,000 12,200 △ 200 一般会計より繰入

7．繰 越 金 6,500 6,500 0

1.繰 越 金 6,500 6,500 0 前年度繰越金

66,450 59,150 7,300

1. 4,000 4,000 0 蒲郡市補助金

令和６年度[特別会計]中小企業相談所収支予算

（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

◎収 入 の 部

科　　　　目
備　　　　考

款 項

1. 31,250 30,280 970 愛知県補助金

△ 400 日本商工会議所委託金

2. 8,000 0 8,000 蒲郡市補助金

合　　　　計

1.事 業 収 入 3,000 3,000 0 受講料、記帳指導手数料等

2. 0 1,070 △ 1,070 日本商工会議所委託金

1. 1,600 2,000
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本 年 度 前 年 度 比 較 増 減

予 算 額 予 算 額（△印 減）

1. 指導事業費 16,790 8,670 8,120

1. 一般事業費 400 400 0

講 習 会 等
開 催 費

講 習 会 等
開 催 費
人 材 育 成
事 業 費

金 融 指 導
事 業 費

金 融 指 導
事 業 費

記帳指導員
指 導 手 当

記帳指導員 記帳指導職員手当　1名
指 導 手 当 記帳継続指導謝金　1名

記 帳 指 導
実 用 費

記 帳 指 導
実 用 費

6. 施策普及費 260 260 0

1. 施策普及費 260 260 0 パンフレット等作成費

特 別 研 究
指 導 費

特 別 研 究
指 導 費

青 年 部
活動推進費

青 年 部
活動推進費

産業力向上
事 業 費

産業力向上
事 業 費

10.その他諸費 120 120 0

1. その他諸費 120 120 0

振 興 委 員
活動推進費

1. 交通通信費 50 50 0

1. 交通通信費 50 50 0 振興委員交通通信費

2. 事 務 費 120 120 0

2. 会 議 費 100 100 0 連絡会議諸経費

事業所管理費等

◎支 出 の 部

科　　　　目
備　　　　考

款 項 目

2. 4,550 5,020 △ 470

1. 一般事業費 400 400 0

2. 3,200 3,460 △ 260

1. 1,350 1,560 △ 210 集団指導,個別指導　

1. 200 200 0 マル経審査会諸経費

3. 200 200 0

5. 100 100 0

1. 1,140 1,000 140

4. 1,140 1,000 140

7. 720 720 0

1. 100 100 0 記帳指導通信費等

9． 8,400 0 8,400

1. 720 720 0 主席･主任設置費

8． 900 850 50

1. 900 850 50 若手後継者育成事業費

消耗品費,通信費等

2. 170 170 0

1. 8,400 0 8,400 産業力向上事業費

1. 事 務 費 20 20 0

14



本 年 度 前 年 度 比 較 増 減

予 算 額 予 算 額（△印 減）

科　　　　目
備　　　　考

款 項 目

事業環境変化

対応型支援事業

事業環境変化

対応型支援事業

制度改正等の課題

解決環境整備事業

制度改正等の課題

解決環境整備事業

4. 事 務 費 1,660 1,610 50

1. 指導事務費 880 830 50

1. 図 書 費 30 30 0 図書購入費

2. 通 信 費 50 50 0 郵送料

3．印 刷 費 150 150 0 封筒等印刷費

4. 消 耗 品 費 650 600 50 事務機器分担金

2. 調査研究費 170 170 0

1. 調査研究費 170 170 0 景況調査費

3. 什器備品費 250 250 0

1. 什器備品費 250 250 0 事務機器購入費

情 報 化
推 進 費

情 報 化
推 進 費

5. 会 議 費 100 100 0

1. 会 議 費 100 100 0

1. 会 議 費 100 100 0 連絡会議等会議費

6. 旅 費 320 320 0

1. 指 導 旅 費 150 150 0 経営指導員等指導旅費

応 用 研 修
旅 費
基 礎 研 修
旅 費

7. 車両管理費 300 300 0

1. 車両管理費 300 300 0

1. 車両管理費 300 300 0 指導用車両管理費

3. 委託事業費 1,600 3,070 △ 1,470

1. 1,600 2,000 △ 400 日本商工会議所委託事業

1. 1,600 2,000 △ 400

1. 0 1,070 △ 1,070 日本商工会議所委託事業

2. 0 1,070 △ 1,070

1. 360 360 0 デジタル化推進費

4. 360 360 0

2. 研 修 旅 費 170 170 0

1. 指 導 旅 費 150 150 0

20 20 0 補助員基礎研修旅費

1. 150 150 0 経営指導員研修旅費

2.
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本 年 度 前 年 度 比 較 増 減

予 算 額 予 算 額（△印 減）

科　　　　目
備　　　　考

款 項 目

8. 給 与 費 35,270 34,820 450

1. 俸 給 23,400 23,000 400

経営指導員4名,補助員2名
記帳指導職員1名俸給 他

2. 諸 手 当 2,170 2,120 50

1. 扶 養 手 当 170 170 0

2. 通 勤 手 当 570 570 0

3. 時間外手当 800 800 0

4. 住 居 手 当 300 300 0

5. 職 務 手 当 330 280 50

3. 賞 与 9,700 9,700 0

1. 賞 与 9,700 9,700 0

9. 福利厚生費 6,940 6,940 0

1. 福利厚生費 6,940 6,940 0

1. 福利厚生費 6,940 6,940 0 社会保険料等

退 職 給 与
積 立 金

退 職 給 与
積 立 金

退 職 給 与
積 立 金

11.雑 費 500 350 150

1. 雑 費 500 350 150

1. 雑 費 500 350 150

12.予 備 費 1,000 1,000 0

1. 予 備 費 1,000 1,000 0

1. 予 備 費 1,000 1,000 0

66,450 59,150 7,300合　　　　計　

（付記）支出予算に不足を生じた場合、会頭は監事の了解を得て款内又は予備費より流用することが出来る。

1. 1,800 1,800 0 退職給与積立金特別会計へ繰出

1. 1,800 1,800 0

10. 1,800 1,800 0

1. 俸 給 23,400 23,000 400
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蒲郡商工会議所
(単位　千円）

本 年 度 前 年 度比 較 増 減

予 算 額 予 算 額（△印 減）

1. 貸 室 収 入 29,000 30,500 △ 1,500

1.定 期 貸 室 料 7,000 7,000 0 家賃

2.一 般 貸 室 料 21,000 22,000 △ 1,000 会議室使用料,備品利用料

3.その他付帯収入 1,000 1,500 △ 500 テナントよりの水道･ｶﾞｽ･電気料

2. 共益費収入 4,000 4,000 0

1.共 益 費 収 入 4,000 4,000 0 テナントよりの共益費

3. 雑 収 入 5,000 5,000 0

1.雑 収 入 5,000 5,000 0 物産展示出展料,自販機設置料収入等

4. 保証金収入 5,920 6,175 △ 255

1.保 証 金 収 入 270 0 270

2.
保 証 金 積 立
取 崩 収 入

5,650 6,175 △ 525 保証金積立預金より取り崩し

5. 繰 越 金 13,000 12,000 1,000

1.繰 越 金 13,000 12,000 1,000 前年度繰越金

56,920 57,675 △ 755

令和６年度[特別会計]会館運営収支予算

科　　　　目
備　　　　考

項

（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

合　　　　計

◎収 入 の 部

款
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本 年 度 前 年 度比 較 増 減

予 算 額 予 算 額（△印 減）

1. 維 持 費 26,400 26,900 △ 500

1.保 守 料 2,000 2,000 0 電気･消防･ｴﾚﾍﾞｰﾀ･電話･空調設備保守料

2.委 託 料 7,000 7,000 0 管理･警備･環衛･清掃･廃棄物処理料

3.保 険 料 1,200 1,100 100 火災保険料

4.水 道 光 熱 費 6,000 7,000 △ 1,000 水道･ｶﾞｽ･電気料

5.営 繕 費 7,800 7,400 400 修繕費

6.借 上 費 100 100 0

7.地 代 2,300 2,300 0

2. 管 理 費 20,300 20,300 0

1.俸 給 5,500 5,500 0 職員2名俸給

2.諸 手 当 150 150 0 通勤･時間外手当

3.賞 与 1,750 1,750 0

4.福 利 厚 生 費 1,350 1,350 0 社会保険料等

5.通 信 費 1,000 1,000 0 電話料,ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続料

6.什 器 備 品 費 4,000 4,000 0 事務機器購入費

7.消 耗 品 費 700 700 0

8.公 課 分 担 金 5,350 5,350 0 消費税,固定資産税等

9.事 務 費 500 500 0

3. 雑 費 300 300 0

1.雑 費 300 300 0

4. 繰 出 金 2,000 2,000 0

1.繰 出 金 2,000 2,000 0 会館営繕積立金会計へ繰出

5. 保 証 金 5,920 6,175 △ 255

1.保 証 金 支 出 270 0 270

2.保証金積立金 5,650 6,175 △ 525 保証金積立預金へ

6. 予 備 費 2,000 2,000 0

1.予 備 費 2,000 2,000 0

56,920 57,675 △ 755

科　　　　目

項

（付記）支出予算に不足を生じた場合、会頭は監事の了解を得て款内又は予備費より流用することが出来る。

◎支 出 の 部

備　　　　考
款

合　　　　計
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蒲郡商工会議所
(単位　千円）

比 較 増 減

（△印 減）

1. 労働保険手数料 3,500 3,000 500 委託事業所よりの手数料

2. 報 奨 金 2,200 2,200 0 国からの報奨金

3. 雑 収 入 10 10 0

4. 繰 越 金 1,190 890 300 前年度繰越金

6,900 6,100 800

比 較 増 減

（△印 減）

1. 事 業 費 300 300 0 年度更新手続費用等

2. 事 務 委 託 料 2,760 2,040 720 月230千円×12ヶ月

3. 通 信 費 250 230 20 電話料,郵送料

4. 消 耗 品 費 200 200 0 事務用品費等

5. 旅 費 交 通 費 50 50 0 出張旅費

6. 自動車使用分担金 100 100 0 自動車使用料

7. 電算機事務手数料 250 250 0 電算処理料

8. 租 税 公 課 400 350 50 消費税

9. 雑 費 100 100 0

10. 繰 出 金 2,200 2,200 0

11. 予 備 費 290 280 10

6,900 6,100 800

令和６年度[特別会計]労働保険事務組合収支予算

（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

◎収 入 の 部

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 備　　　　考

合　　計

（付記）支出予算に不足を生じた場合、会頭は監事の了解を得て予備費より流用することが出来る。

合    計

◎支 出 の 部

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 備　　　　考
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蒲郡商工会議所
(単位　千円）

本 年 度 前 年 度比 較 増 減

予 算 額 予 算 額（△印 減）

1. 運営事務費 30,300 30,720 △ 420

1.
従 業 員
退 職 金 共 済

3,612 3,660 △ 48 手数料等見込平均月額  　 301千円

2. 団体保険共済 12,624 13,320 △ 696             〃       　1,052千円

3. 大型保険共済 72 132 △ 60 　　　　　　〃             6千円

4. 個人年金共済 60 108 △ 48 　　　　　　〃             5千円

5. 終身保険共済 528 684 △ 156 　　　　　　〃        　  44千円

6. ア ク セ ス 12 12 0 　　　　　　〃           　1千円

7. 総合(終身医療) 2,616 2,712 △ 96 　　　　　　〃           218千円

8. 長期定期共済 2,460 2,616 △ 156 　　　　　　〃           205千円

9. ガン保険共済 768 720 48 　　　　　　〃            64千円

10. 定期保険群集団 1,296 1,404 △ 108 　　　　　　〃           108千円

11. 個 人 扱 契 約 12 36 △ 24 　　　　　　〃             1千円

12. 総 合 年 払 2,556 2,604 △ 48 　　　　　　〃           213千円

13. ﾕ ﾆ ｯ ﾄ ･ ﾘ ﾝ ｸ 3,684 2,712 972 　　　　　　〃           307千円

2. 雑 収 入 400 1,500 △ 1,100

1. 雑 収 入 400 1,500 △ 1,100 職員共済掛金分担金他

3. 繰 越 金 11,500 12,180 △ 680

1. 繰 越 金 11,500 12,180 △ 680 前年度繰越金

42,200 44,400 △ 2,200

本 年 度 前 年 度比 較 増 減

予 算 額 予 算 額（△印 減）

1. 事 業 費 9,500 9,000 500

1. 祝金・見舞金 6,500 6,000 500 結婚･出産祝金,入院･通院見舞金等

2. 加 入 促 進 費 3,000 3,000 0 募集推進費

2. 給 与 費 13,950 17,350 △ 3,400

1. 俸 給 10,850 13,850 △ 3,000 役職員4名俸給

2. 諸 手 当 300 300 0 職務・通勤・時間外手当

3. 賞 与 2,800 3,200 △ 400

令和６年度[特別会計]共済事業収支予算

（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

◎収 入 の 部

科　　　　目
備　　　　考

款 項

合　　　　計

◎支 出 の 部

科　　　　目
備　　　　考

款 項
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3. 旅 費 200 200 0

1. 旅 費 200 200 0 出張旅費

4. 事 務 費 2,700 2,700 0

1. 通 信 費 300 300 0 郵送料等

2. 印 刷 費 300 300 0 封筒等印刷費

3. 消 耗 品 費 250 250 0 事務用品購入費

4. 什 器 備 品 費 250 250 0 事務機器購入費

5. 図 書 費 100 100 0 参考図書購入費

6. 車 両 管 理 費 300 300 0 燃料,修理代等

7. 自 振 手 数 料 500 500 0 各金融機関自振手数料

8. 電 算 管 理 費 200 200 0 保守,修理代等

9. 共 益 費 500 500 0 事務共通経費分担金

5. 会 議 費 200 200 0

1. 会 議 費 200 200 0 打合会等会議費

6. 厚 生 費 2,060 4,100 △ 2,040

1. 福 利 厚 生 費 2,060 2,300 △ 240 社会保険料等

2. 退職共済掛金 0 1,100 △ 1,100 職員退職共済掛金　

3. 団体保険掛金 0 700 △ 700 職員団体保険掛金

7.
事 業 管 理
負 担 金

9,000 7,320 1,680

1.
事 業 管 理
負 担 金

9,000 7,320 1,680 一般会計事業管理負担金

8. 租 税 公 課 1,400 1,400 0

1. 公 租 公 課 1,400 1,400 0 消費税等

9. 雑 費 390 330 60

1. 雑 費 390 330 60 諸雑費

10. 予 備 費 2,800 1,800 1,000

1. 予 備 費 2,800 1,800 1,000

42,200 44,400 △ 2,200合　　　　計

（付記）支出予算に不足を生じた場合、会頭は監事の了解を得て款内又は予備費より流用することが出来る。
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蒲郡商工会議所
(単位　千円）

比 較 増 減

（△印 減）

1．繰 入 金 5,500 5,500 0

1.
一 般 会 計
繰 入 金

3,700 3,700 0

2.
中小企業相談
所会計繰入金

1,800 1,800 0

2.雑 収 入 1 1 0

1.預 金 利 息 1 1 0

3.繰 越 金 75,240 69,740 5,500

1.繰 越 金 75,240 69,740 5,500 前年度繰越金

80,741 75,241 5,500

比 較 増 減

（△印 減）

1.退職給与費 80,741 75,241 5,500

1. 退職給与費 80,741 75,241 5,500

80,741 75,241 5,500合　　　　計

科　　　　目

款 項

備　　　　考本年度予算額前年度予算額

◎支 出 の 部

本年度予算額前年度予算額

合　　　　計

款 項

令和６年度[特別会計]退職給与積立金収支予算

（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

◎収 入 の 部

科　　　　目
備　　　　考
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蒲郡商工会議所
(単位　千円）

比 較 増 減

（△印 減）

1.事 業 収 入 450 400 50 利用料収入

2.繰 入 金 650 650 0 一般会計より繰入

3.雑 収 入 30 30 0

4.繰 越 金 750 500 250

1,880 1,580 300

比 較 増 減

（△印 減）

1.事 業 費 600 300 300 利用促進事業費

2.会 議 室 等 使 用 料 650 650 0

3.事 務 機 器 管 理 費 150 270 △ 120

4.備 品 費 150 150 0

5.事 務 費 60 60 0

6.雑 費 70 50 20

7.予 備 費 200 100 100

1,880 1,580 300

前年度予算額

令和６年度[特別会計]コワーキングスペース運営事業収支予算

（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

◎収 入 の 部

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 備　　　　考

合    計

◎支 出 の 部

科　　目 備　　　　考本年度予算額

複合機リース料

合　　計
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蒲郡商工会議所
(単位　千円）

比 較 増 減

（△印 減）

1.補 助 金 600 600 0 蒲郡市補助金

2.事 業 収 入 300 300 0 出店者参加料　@5千円×60店

3.事 業 負 担 金 10 10 0 蒲郡市観光協会

4.繰 入 金 400 300 100 一般会計よりの繰入

5.雑 収 入 10 10 0

6.繰 越 金 360 530 △ 170 前年度繰越金

1,680 1,750 △ 70

比 較 増 減

（△印 減）

パンフレット作成費 1,250千円

HP作成費 60千円

発表・展示費等 40千円

広報・その他 110千円

2.事 務 費 40 50 △ 10 複写機使用料・振込手数料等

3.通 信 費 40 40 0 取扱店案内送料等

4.雑 費 40 50 △ 10 消費税等

5.予 備 費 100 100 0

1,680 1,750 △ 70

令和６年度[特別会計]一店逸品発掘事業収支予算

（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

◎収 入 の 部

科　　目 本年度予算額 前年度予算額

合    計

備　　　　考

◎支 出 の 部

科　　目

事 業 費 1,460 1,510 △ 50

合　　計

本年度予算額 前年度予算額 備　　　　考

1.
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監事１名補充選任について 

Ｒ６．３．２５ 

 

退 任 

税理士法人トリプルエー蒲郡事務所   前スーパーバイザー 山本
やまもと

 房
ふさ

弘
ひろ

 氏 

 

 

 

候補者 

税理士法人トリプルエー蒲郡事務所   代表社員      岩城
いわしろ

 弘和
ひろかず

 氏 

議案第2号
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13名（順序不同）

団体名 役職名 氏名 所在地 ＴＥＬ ＦＡＸ

三河繊維産元協同組合 事務局長 神谷　正樹 港町１８－２３ ６９－７８５０ ６９－３８５５

中部繊維ロープ工業協同組合 専務理事 石黒　哲也 形原町東欠ノ上３９－５ ５７－５１３８ ５７－３２５４

蒲郡漁業協同組合 形原支所長 伊藤　幸昌 形原町港町１５６ ５７－２１９１ ５７－２１９３

東三河染色協同組合 理事長 嶋田　義男
宝町２－２９
艶栄工業㈱内

６８－２１９６ ６８－３２００

三河織物工業協同組合 理事長 小林　智也 神明町１２－２０ ６８－６１６１ ６７－１８８７

蒲郡鉄工会 事務局長 鈴木　光彦 港町１８－２３ ６７－８５５８ ６７－５６８３

蒲郡商店街振興組合 副理事長 榊原　寛二 上本町１－１ ６８－４２７２ ６８－３０１３

蒲郡市上下水道工事協同組合 事務長 近藤　尚登 旭町４－７ ６８－５４７５ ６７－６７０７

愛知県理容生活衛生同業組合蒲郡支部 支部長 渡辺　憲保 形原町会下２８－１ ５７－３３０８ ５７－３３０８

三谷温泉旅館振興協同組合 事務局長 木村　元房 三谷町鳶欠１４－１ ６８－４７４４ ６６－１７３８

三谷漁業協同組合 代表理事組合長 小林　俊雄 三谷町港町通５８ ６８－５１３１ ６８－１３９６

蒲郡電気工事業協同組合 理事長 大須賀　雅章 港町１３－３６ ６９－１８１１ ６７－８４５８

愛知県飲食生活衛生同業組合蒲郡支部 青年部長 笹野　弘明 清田町三反田15-5 ６８－８８４７ ６８－８８４７

令和6年度 小規模企業振興委員名簿（案）

議案第3号
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蒲郡商工会議所定款の一部改正について 

 

１．改正の理由 

   蒲郡商工会議所の部会再編のため 

 

２．新旧対照表 
新 旧 

（部 会） 

第４７条 本商工会議所に、会員が営んでいる主要な事

業の種類ごとに、それぞれの事業の適切な改善発達を

図るために、次の部会を置く。 

（１）製造部会 

（２）建設部会 

（３）繊維・ロープ部会 

（４）金融理財部会 

（５）商業部会 

（６）観光部会 

（７）サービス部会 

 

 

 

 

 

２（以降省略） 

 

（部 会） 

第４７条 本商工会議所に、会員が営んでいる主要な事

業の種類ごとに、それぞれの事業の適切な改善発達を

図るために、次の部会を置く。 

（１）金属鉄工部会 

（２）運輸交通港湾部会 

（３）建設部会 

（４）繊維部会 

（５）繊維ロープ部会 

（６）金融理財部会 

（７）商業部会 

（８）食品部会 

（９）化学部会 

（10）エネルギー部会 

（11）観光部会 

（12）サービス部会 

２（以降省略） 

 

附  則 

（実施の時期） 

１ 第４７条第１項第１号から第７号の部会の改正は、

令和６年４月１日から実施する。 

 

 

議案第 2号 
議案第４号

27



年次有給休暇の積立制度規程の制定について 

 

１．制定の理由 

  時効により消滅していた年次有給休暇を積立て、傷病等で長期間お休みと

なる場合に対応可能とし、職員の生活の安定と復帰し易い環境作りを目指す

ため 

 

２．制定時期 

  令和６年３月２５日 

 

 

 

 

 

議案第５号
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蒲郡商工会議所年次有給休暇の積立制度規程 

（目 的） 

第１条 この規程は、時効により消滅する年次有給休暇を積立保存し、取得可能とする制

度について定めるものである。  

 

（適用範囲）  

第２条 この規程は、雇用契約を蒲郡商工会議所（以下「商工会議所」という）と締結

し、年次有給休暇が付与されるすべての職員に適用する。  

 

（積立保存の年次有給休暇の日数）  

第３条 積立保存できる年次有給休暇（以下「積立有給」という）は、時効消滅する年次

有給休暇のうち日単位とし、半日並びに時間単位は切り捨てる。 

  ２ １年で積立保存できる日数は６日を限度とする。  

  ３ 積立有給は３０日を限度とする。  

    

（積立有給の取得事由） 

第４条 積立有給は、次の各号のいずれかに該当し、商工会議所が認めた場合に限り取得

できるものとする。  

（１）自身の私傷病  

   商工会議所は、本人の申し出または提出した診断書の内容で判断する他、商

工会議所の指定する医師による診断書の提出を求める場合があり、診断書の

内容が異なる場合は、商工会議所が指定する医師の診断書を優先する。 

（２）その他特に必要な事情が生じたと会頭が認めた場合 

 

（積立有給の取得単位） 

第５条 積立有給は、１日単位で取得する。 

 

（年次有給休暇との関係）  

第６条 積立有給の取得は、付与された年次有給休暇を全て取得した後とする。  

 

（取得申請） 

第７条 積立有給を取得する際は、所定の手続きにより、事前に届け出し許可を得なけれ

ばならない。  

 

（取得時の取扱い） 

第８条 積立有給を取得した日は、通常の勤務をしたものとみなす。  

 

附則 

本規程は、令和６年３月２５日から施行。  
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資格取得支援規程の制定について 

 

１．制定の理由 

  職員のスキル向上と専門知識の獲得を奨励し、資格取得を支援するため 

 

２．制定時期 

  令和６年４月１日 

 

 

 

 

議案第６号
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蒲郡商工会議所資格取得支援規程 

 

（目 的） 

第１条 この規程は、職員のスキル向上と専門知識の獲得を奨励し、資格取得を支援するこ

とを目的とする。 

（適用範囲） 

第２条 本規程は、職員就業規則に定める職員として勤続１年以上のものに対して適用さ

れる。 

（報奨金） 

第３条 奨励金の支給対象となる資格および金額は下表のとおりとする。 

 ２  下表にない資格については、商工会議所に事前に申請して許可されたものに限る。 

 ３  奨励金の支給は、資格ごとに１回のみとする。 

 ４  受験費用は資格ごとに上限を３万円とする。 

５  奨励金及び受験費用の申請を行う際には、合格証書等の資格を取得したことが分

かる書類に加えて、領収書や受験費用が分かる書類と支払明細書を添付する。 

 

（更新手続き） 

第４条 資格種類がⅠ類であり更新手続きを行った場合は、上限を５万円として更新費用

を支給する。申請には、更新手続きを行ったことが分かる書類に加え、領収書など費用

の分かる書類と支払明細書を添付する。 

 

附 則 

令和６年４月１日 施行 

種 類 支給額 

Ⅰ 

類 

専門指導員による定例相談と同等レベルの知識を有する資格 

公認会計士、税理士、中小企業診断士、社会保険労務士 

１０万円 

受験費用 

Ⅱ 

類 

商工会議所業務に必要な知識を有する資格 

 日商簿記１級 

５万円 

受験費用 

Ⅲ

類 

商工会議所業務に活用可能な知識を有する資格 

リテールマーケティング１級、情報・ネットワーク関連のス

ペシャリスト、各外国語検定１級相当 等 

３万円 

受験費用 

Ⅳ

類 

日商簿記２級・３級、リテールマーケティング２級・３

級、日商ＰＣ１級・２級、ＩＴパスポート、衛生管理者、

健康経営エキスパートアドバイザー（更新を含む） 等 

受験費用 

31



蒲郡商工会議所諸証明手数料徴収規約一部改正について 

 

１．改 正 の 理 由  令和６年６月１日より貿易証明オンライン発給サービスの開始に伴い、 

           規約の一部改正を行う。 

２．改正の実施時期  令和６年６月１日 

３．改 正 の 内 容  諸証明手数料徴収料金を一部改正する。 

４．新旧条文比較 

 

（新）諸証明手数料 

種 類 単 位 
金 額（消費税込） 

会 員 非会員 

（１）貿易証明 

書面発給 
１ 件 ５５０円 １,１００円 

  （２）貿易証明 

  オンライン発給 
１ 件 ５５０円 １,１００円 

（３）会員証明 １ 件 ５５０円 ―――― 

（４）営業証明 １ 件 ５５０円 １,１００円 

 

（旧）諸証明手数料 

 

種 類 単 位 
金 額（消費税込） 

会 員 非会員 

（１）貿易証明 １ 件 ５２０円 １,０４０円 

（２）会員証明 １ 件 ５２０円 ―――― 

（３）営業証明 １ 件 ５２０円 １,０４０円 

 

議案第７号
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貿易証明の「オンライン申請・発給」サービス開始について 

 

本所では、一般原産地証明書、サイン証明、インボイス証明の「オンライン

申請・発給」サービスを開始します。 

開始時期：令和 6年 6月 1日 

 

 

 

 

 

 

 

※従来の「書面申請・窓口発給」による原産地証明書も引き続き利用できます。 

 

オンライン申請・発給のメリット 

●自社 PCからの申請・発給が可能となるため、商工会議所へ出向く時間を節約 

オンライン申請・発給の特徴 

●クレジットカードによるオンライン決済に対応 

●白紙へのカラー印刷、または PDFファイルのまま証明書を利用 

●証明番号またはＱＲコードにより、検証サイト上で証明書の真正性を確認 

 

 

 

企業申請者がインボ

イス情報等をＰＣ画

面に入力、ワンクリ

ックで送信 
ＰＤＦで証明書発給 
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番号 名　　　　称 代表者名 所　　　在　　　地 業　　　　　種

1
がまごおりほうりつじむしょ

がまごおり法律事務所
かすや　まこと

粕谷　誠
元町16-14　ｅホーム元町201号室 弁護士業務

2
やまざきけんざい

山﨑建材
やまざき　だいすけ

山﨑　大輔
形原町南新田25-6 運送業

3
せんがしょうかい

㈱千賀商会
せんが　つねとし

千賀　常利
拾石町浅岡1-29 食品輸出入・卸売

4
ずつうせらぴーきょうかい

（一社）頭痛セラピー協会
ひび　だいすけ

日比　大介
水竹町木船36-1 頭痛セラピスト養成

5
すがのけんざい

菅野建材
すがの　ともゆき

菅野　智如
西浦町猫門2-5 請負（建材の運送）

6
しんふじばーなー

新富士バーナー㈱
やまもと　あきら

山本　晃
豊川市御津町御幸浜1-1-3 各種バーナー製造販売メーカー

7
いしぐろとしかず

石黒　敏一
いしぐろ　としかず

石黒　敏一
竹谷町横井33-1 不動産賃貸

8
くるまやわきも

車屋Ｗａｋｉｍｏ
わき　ただし

脇　忠志
拾石町宮前58-3 自動車整備・自動車販売

9
たけうちけんちく

竹内建築
たけうち　ひろき

竹内　裕喜
三谷町二舗82 大工

10
えばーういんこうたしてん

㈱エバーウイン　幸田支店
ほんだ　あゆむ

本多　歩
額田郡幸田町大字菱池新田55 建設業、プラント配管、空調、衛生

11
かわべ　こういち

河邉　孝一
かわべ　こうちい

河邉　孝一
松原町14-10 校正・校閲

12
どうがあぴ／あきやもり

動画アピ／アキヤモリ
ながよし　あつや

永吉　篤弥
西尾市駒場町屋敷134 動画製作／空き家片付け・不用品回収

新 入 会 員 に つ い て

（令和５年１１月２１日～令和６年３月１４日）

議案第８号
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下記の18件（令和5年7月14日～令和5年11月20日）につきましては、令和5年11月28日の常議員会にて承認されましたことをご報告致します。

番号 名　　　　称 代表者名 所　　　在　　　地 業　　　　　種

1
かもめ

かもめ
すずき　ひろみ

鈴木　宏美
形原町上音羽47・47-5-1合併地 あぶら菓子の製造販売

2
しゅどうやまるやま

㈱酒道屋　丸山
ひらの　きょうこ

平野　恭子
三谷町東2-43

本格焼酎地酒店、自然と人が風土の中から醸した本物の品質で本当
の価値を求めて日本の伝統酒文化をつ充て続けたい。

3
ぎょうょうせいしょしおふぃすりた

行政書士オフィス　リタ
のだ　まさよし

野田　昌義
八百富町2-63 行政書士業務一般

4
だいどうげいにんかいと

大道芸人　快斗
おだ　こうじ

小田　晃嗣
三谷北通6-113-1 大道芸、パフォーマンス業務

5
のーちぇ

ｎｏｃｅ
きむら　くるみ

木村　久瑠美
三谷北通2-71-3

髪が傷みにくい1ランク上のカラー剤やパーマ液、良質なヘアケア剤を
使用、販売することで、ダメージを感じさせない扱いやすい髪に整える

6
かしょうひより

菓匠ｈｉｙｏｒｉ
かわい　としひら

川合　紀平
三谷町小迫72-7 菓子製造販売

7
りゅばん

Ｒｕｂａｎ
すえよし　りりか

末吉　リリカ
水竹町上大塔49-1　ダイトー102 エステサロン、ネイル、脱毛

8
はっぴーくりえいと

㈱ハッピークリエイト
さかがわ　かずほ

坂川　和穂
三谷北通5-11

WEBコンテンツの企画・制作・保守管理、動画・静止画の撮影・編集、
広告代理業

9
ぷち　じょあ

Ｐｅｔｉｔ　Ｊｏｉｅ
かわまがり　ひろこ

川曲　寛子
竹谷町泉40-1 シフォンケーキ販売、キャンドル・ペーパークラフト販売、レッスン

10
だいさんぎんろうまる

第三銀狼丸
よしみ　としのぶ

吉見　聡修
西浦町塩柄3 釣り船業

11
よいどころぐらんまないと

宵処ぐらんまｎｉｇｈｔ
もりした　けいすけ

森下　圭介
神明町8-10　Ｏｒｉビル1Ｆ 居酒屋　お酒と料理の提供をします

12
ひらのよしあき

平野力成
ひらの　よしあき

平野　力成
三谷町十舗57 イベント事業

13
まんちーず

ＭＵＮＣＨＩＥＳ
くぼかわ　ひでや

久保川　豪也
元町11-3 飲食店

14
あいあい

アイアイ
おおた　かおり

太田　かおり
豊橋市札木町69-601 パイウォーター商品販売、ヘッドスパ・エステサロン

15
ほくえいうんそうのうすいさん

北栄運送農水産（同）
おおたけ　まさし

大竹　正志
竹谷町日坂野27-4

軽貨物自動車運送事業、農水産物の加工生産販売、ゆうパック取次
業、フェリー利用での貨物輸送

16
こうじせきにんしゃさぽーとわーく

工事責任者サポートワーク
あさい　しょういち

浅井　鐘一
本町6-10 工事受注案件に関する工事責任者への安全技術支援、育成

17
ぽれぽれ

ＰＯＬＥ　ＰＯＬＥ
くぼた　ゆう

久保田　雄
三谷町東前61 通信事業、インターネット個人宅営業代行

18
いつか

㈱ＩＴＳＵＫＡ
ひろなか　ゆうや

廣中　裕也
三谷北通2-59 カフェ、弁当販売、菓子製造卸
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議員の職務を行う者の異動について 

Ｒ６．３．２５ 

 

退 任 

 

 

２号議員 

税理士法人トリプルエー蒲郡事務所 前スーパーバイザー 山本
やまもと

 房
ふさ

弘
ひろ

 氏 

（R5.8.31付） 

１号議員 

田邊工業株式会社蒲郡鋼板工場 前取締役工場長 林
はやし

 建志
け ん し

 氏 

（R5.8.31付） 
以上２名につきましては、令和５年１１月２８日常議員会にて報告致しました。 

 

２号議員 

豊川信用金庫蒲郡支店 前支店長 大藤
おおふじ

 雄二郎
ゆうじろう

 氏 

（R6.3.10付） 

１号議員 

カネヤ製綱株式会社 取締役会長 牧原
まきはら

 孝
たか

二郎
じ ろ う

 氏 

（R6.3.14付） 

 

 

就 任 

 

 

２号議員 

税理士法人トリプルエー蒲郡事務所 代表社員 岩城
いわしろ

 弘和
ひろかず

 氏 

（R5.9.1付） 

１号議員 

田邊工業株式会社蒲郡工場 工場長 髙
たか

橋
はし

 和義
かずよし

 氏 

（R5.9. 1付） 
以上２名につきましては、令和５年１１月２８日常議員会にて報告致しました。 

 

２号議員 

豊川信用金庫蒲郡支店 支店長 松本
まつもと

 和典
かずのり

 氏 

（R6.3.11付） 

１号議員 

カネヤ製綱株式会社 代表取締役 牧原
まきはら

 昇司
しょうじ

 氏 

（R6.3.15付） 

 

報１
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0 0 4 「コカリナを吹くドルフィン」

寄贈者 コカリナアンサンブルドルフィン 蒲郡コカリナ愛好会
デザイン コカリナアンサンブルドルフィン 代表 広浜洋子
設置 2023年 8月 6日

CONCEPT 

コカリナは木の笛です。伐採された木を再生した SDGsな楽器です。
木の温かな音色のコカリナと海を泳ぐドルフィンをベンチにしました。

壮大に広がる自由な海に住む私たちと同じ哺乳類のドルフィン。波のリズム。 
コカリナを吹くドルフィンのベンチに座り空を眺め風を感じて心を開放してあなただけの想いに浸る
ひとときを過ごしてみませんか。ほっと心 休ませてごらん。ほっと心 遊ばせてごらん。 

[ お問合せ 蒲郡ベンチアートプロジェクト委員会 事務局 TEL：0533-68-7171 ] 

報２

37



 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 0 5 「海でつながる友好」 

 
 
寄贈者・デザイン 東海自動車工業株式会社 相談役 三田富男 
設計 ODA建築事務所 
設置 2024年 1月 31日 
 
 

CONCEPT 

蒲郡の友好都市である、沖縄県浦添市に想いを寄せて、 
海の生き物である、ジンベエザメとウミガメを表現しました。 

このベンチに座り三河湾を眺めると、 
海でつながっている浦添市を思い出す。 

 
 

[ お問合せ 蒲郡ベンチアートプロジェクト委員会 事務局 TEL：0533-68-7171 ] 
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0 0 0 「見果てぬ夢」 
 

寄贈者  蒲郡ロータリークラブ創立 70周年記念事業 
株式会社近藤製作所 
三河湾ネットワーク株式会社 

設計   竹山 聖／設計組織アモルフ 
施工   鈴中工業株式会社 
設置   2024年 3月 3日 

 
 

CONCEPT 

豊田喜一郎のトレードマークは丸いメガネでした。 
メガネを通していつも遠い未来を、大きな夢を見ていました。 
夢見る巨大なメガネが台地に突き刺さり、そしてそのカケラが残される。 
このベンチに座ると、喜一郎の見た夢のカケラが見えるかもしれません。 
 
 

EPISODE： 釣れぬところに連れて行け 

新たに自動車産業に参入し、苦労する日々を送っていた豊田喜一郎。 
悩むと仲間とよく蒲郡の海岸に釣りにやってきた。 
糸を垂れると面白いように釣れる。 
さぞ喜んでいるかと思いきや、こう一言。 
「釣れぬところに連れて行け」 
釣りに来たのはゆっくり考え事をするために来たのだから、と。 
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蒲郡市プレスリリース 

シティセールス推進室長 小山道徳 

 

映画『わたのまち（仮）』製作について 

このたび、蒲郡市の地場産業活性化とシティセールスの推進を図ることを目的と

して、地場産業の繊維産業に関する映画「わたのまち（仮称）」を製作することとな

りました。 

内容は、地場産業活性化プロジェクトに寄り添いカメラに納めていただくととも

に、長年にわたり繊維産業にかかわってきた方々、今奮闘している方々に密着して、

蒲郡の繊維産業の全容や魅力を伝えるドキュメンタリー映画として制作し全国に発

信するものです。 

 周知につきましてご協力をよろしくお願いいたします。 

 

記 

 

１ 作品名 

映画『わたのまち（仮）』 

 

２ 内容 

 企画書のとおり（別紙） 

 

３ 製作者 

（１）企画・プロデュース 土屋敏男 

元日本テレビプロデューサー。「電波少年シリーズ」、「ウッチャンナンチャンのウ

リナリ！」、「天才・たけしの元気が出るテレビ！」など数多くの高視聴率番組の他、

映画「We Love Television?」(萩本欽一ドキュメンタリー)監督を務める。 

（２）監督・撮影・編集 岩間玄 

「はじめてのおつかい」、「高校生クイズ」、「24 時間テレビ」などの他、映画「過去

はいつも新しく、未来はつねに懐かしい 写真家 森山大道」監督を務める。現在、

世界的画家の天野喜孝氏のドキュメンタリーを製作中。今、世界で注目されてい

るドキュメンタリスト。 
 

４ スケジュール（予定） 

（１）ロケ 2023 年 12 月～2024 年 10 月 

（２）完成 2025 年 2 月 

（３）公開 2025 年春 

 

 

 

令和６年２月１９日 

報３
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○○○ 

５ 協賛募集 

 映画製作の趣旨に賛同し、協賛をしていただける企業を募集します。 

（１）金額：1 口 5 万円 

（２）返礼：①エンドロールへのクレジット表示 

     ②DVD 配布（予定） 

（３）協賛金振込先 

  蒲郡信用金庫 蒲郡市役所出張所 普通 ２００６４０８ 

  映画わたのまち（仮）プロジェクト委員会 

 

 

問合せ先 蒲郡市観光まちづくり課 

シティセールス推進室 小山 

     ℡ 0533-66-1225 
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法人名

貴法人は、従業員の健康管理を経営的な
視点で考え、戦略的に実践する「健康経営」
の取組が優良であると認められました
よって、ここに「健康経営優良法人 2024
（中小規模法人部門（ブライト500））」として
認定します
経済産業省及び厚生労働省と共に、今後一層
取組を推進されることを期待いたします

２０２４年３月 11日

日本健康会議

認定証
（中小規模法人部門（ブライト 500））

24

蒲郡商工会議所

101327

報４
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令和６年 3月吉日 

蒲郡商工会議所 御中 

株式会社フェニックス 

代表取締役社長 水野晃 

 

 

会員の皆様ご観戦ご招待について 

 

拝啓 

 早春の候、皆様方にはご健勝でご活躍のこととお慶び申し上げます。日頃から地域社会の活性化に尽力し

ている会議所の皆様に心から敬意を表する次第でございます。 

さて、地域の皆さまに愛されるクラブを目指す私どもは、本年 2024 年には創立 60 年を迎える歴史あ

るチームでございます。2016 年に始まった B リーグに所属しそのトップカテゴリーの B1 でシーズンを

戦いながら未来のこの地域を担う子供たちにスポーツを通じて貢献事業を展開しています。 

その B リーグは、「B 革新」と銘打ち 2026 年からのリーグ構造の変更を伴う、大きな変革が行われま

す。B プレミアと名付けられた新しいトップカテゴリーは 2026-27 シーズンから現在のサッカー型の昇

降格制度を廃止し、プロ野球の様なエクスパンション型へと移行します。そしてそのカテゴリーへの参加条

件として「売上 12 億円」「入場者数 4,000 名」「収容人数 5,000 人以上でスイートルーム設置など基準

を満たすアリーナ」の 3 つが要となっています。三遠ネオフェニックスはトップカテゴリーを目指すとと

もに、経営理念に掲げる「地域の架け橋となるべく誇りを持ち、人間力向上に努め、子供たちの成長や地域

の発展に貢献したい」と考えます。 

つきましては、地域経済の健全な発展に寄与している、会議所の皆様のお力をお借りし、この地域にお住

いの皆様に東三河地域をホームエリアとして活動し、年間のほとんどのホームゲームを豊橋で開催してい

るトップカテゴリーのプロスポーツを観戦し、シビックプライドの醸成に役立てられれば幸いです。 

まずもって、会員の皆様には、よりフェニックスを知っていただきたく試合観戦をご招待させていただき

たく企画いたしました。 

また、4月 27日（土）の試合におきましては、蒲郡市のご協力のもと「蒲郡市 DAY」を開催いたしま

す。蒲郡市の魅力を PRするブース出展のご協力をいただくだけでなく、コパンスポーツクラブ蒲郡の皆様

によるウェルカムアクトも予定しております。 

ご多用の中、誠に恐縮ではございますが、是非とも皆様でご観戦いただきますようお願い申し上げます。 

 敬具 

 

記 

 

＜対象試合＞ 

日時 ： 202４年 4月 27日（土） 15：05試合開始予定（試合時間は概ね 2時間強） 

会場 ： 豊橋市総合体育館  ／  対戦 ： 富山グラウジーズ 

 招待席種 ： 2階自由席（先着 100名様） 

 〆切 ： 202４年３月 27日（水） 

  

 

以上 

報５
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令和６年３月８日 

議 員 各 位 

蒲郡商工会議所 

三遠ネオフェニックス公式戦（蒲郡市ＤＡＹ）招待のご案内 

 平素は、本商工会議所の運営に関し、格別のご支援ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 この度、Ｂリーグで活躍されている「三遠ネオフェニックス」より令和６年４月２７日（土）

開催の富山グラウジーズ戦（蒲郡市ＤＡＹ）への招待のご案内をいただきました。 

 つきましては、先着１００名様に観戦チケットを贈呈いたしますので、ご希望の方は必要

事項をご記入の上、ＦＡＸにてお申込みください。従業員の方やご家族・お子様との参加も

歓迎しますとのことです。 

 また、大変人気の対戦カードであり先着１００名様とチケット数に限りがありますので、

申込数が上限を超えた際には、終了しますのでご了承の程、宜しくお願い申し上げます。 

 

１．日 時 令和６年４月２７日（土） １５時０５分試合開始予定 

  ※試合時間は概ね２時間強となります。（時間は予定であり、変更の場合があります。） 

２．会 場 豊橋総合体育館（豊橋市神野新田町字メノ割１－３） 

      ※駐車場の混雑が予想されます。 

お早めに来場されるか、公共交通機関をご利用ください。 

３．対 戦 富山グラウジーズ 

４．席 種 ２階自由席 

４．締 切 ３月２７日（水） ※１００名を超えた時点で終了となります。 

５．問合先 蒲郡商工会議所 総務課 ＴＥＬ：０５３３－６８－７１７１ 

 

 

蒲郡商工会議所 行 （ＦＡＸ：０５３３－６８－０３３９） 

 

 

事業所名：                        

希望のチケット枚数 

 

担当者名：                 

 

連 絡 先：                 

     〒 

郵 送 先:                 （チケットの郵送先） 

観戦申込書 

枚 
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１．調査時点 令和6年1月1日～1月25日

２．調査対象

　（１）対象地区 蒲郡市内

　（２）対象(回答)企業 101　 [94 企業、7団体] 三河織物工業（協）､中部繊維ロープ工業（協）､蒲郡市上下水道工事（協）､蒲郡建設業（協）､三河繊維産元(協)、 

蒲郡地区旅館組合、蒲郡鉄工会］
３．調査方法 聞き取り調査によるアンケート調査

４．回答企業の内訳 業 種

合 計 48 （3） 8 （2） 13 （１） 16 9 （１） 7 101 （7） 　※　(　）は団体

５．概 況

全業種（当期実績）

前年同期比
令和4年10月～12月

に比べて

①生産額･売上額 3.0 -22.1 -15.4 -23.0

②製品･商品在庫 -11.1 -6.6 -15.0 1.8

③資金繰り -7.9 0.0 -7.2 -11.3

④採算(収益) -9.9 -6.8 -9.7 -16.3

⑤従業員数（含む臨時・パート） -2.0 -9.9 0.0 -25.8

⑥貴社の業況（総合判断） -9.9

-19.8

2.9

9.6

13.4

-3.8

-11.6 -21.2

-19.0

-2.1

-11.3

-36.5

前期比前期比 前年同期比

収　益

「小売業」は年末年始の需要期で売上に一定の好影響はあったが、インフレによる消費意欲減退
＋コストアップの影響もあり収益は伸び悩んだ。飲食は年末年始の繁忙期に加えて、インフレに
伴う値上げ効果もあり、売上は前年同期・前期比で上昇傾向もコストアップの影響で利幅は縮小
傾向にある。石油等その他小売は原油価格（WTI期近物）は、10月のガザ情勢など地政学リスク
への警戒感が高まるものの、減産と主要国の景気減速を受けて需給バランスに大きな変化は生
じず概ね70ドル台で推移。

「サービス業」のうち旅館関係はインバウンドおよび団体利用の伸び悩みがあり、昨年より宿泊者
数は減少。年末年始の忘・新年会で動きがあり、単価は上昇。総合的に昨年より数字は伸びた。

｢運輸通信業｣　貨物輸送では物流では経済・特に製造業の動きの悪さの影響で、荷動きはやや
低迷。エネルギー高騰・人手不足などから採算面の悪化を訴える声も多く見られた。タクシーは人
員不足が深刻な中、対前年比で売上を大きく増加させた。

設備投資状況は、39事業所（69件）で設備投資が実施され「生産設備(31.9%)」等に投資
された。来期は38事業所（59件）が「生産設備(35.6%)」等の設備投資を計画している。

      　      （ＤＩ　単位：％）

総合判断

前期比 来期見通し前年同期比

 経営上の問題点は、売上の停滞・減少、原材料（燃料）高、利幅の縮小、人手不足、人
件費の増加、が項目別で上位を占めている。

当地区において　令和5年度第3四半期は前期比横バイ傾向。売上は前期・前年同期比で上昇
も、収益は前期比横バイに留まった。業種毎では、製造業関連では前期同様に世界的な景気低
迷の様子が続いた他、比較的堅調な自動車業界では不正による影響が見られた。卸売業・小売
では、年末年始の需要期に入るも、インフレ等による消費意欲の伸び悩みがみられた。サービス
業は年末年始の需要期に入り、売上自体は増加もコロナ前にはまだ届かずといった状況。各業
界で暖冬の影響が散見された。経営上の問題点では原材料高がやや和らぎ、売上減少が再び
上位の課題に浮上した。総じて、二極化が進むといわれる、地方の中小・小規模事業者の経済環
境を表す結果となった。

前年同期比

R4.10～12月実績

R5.1～3月実績-16.2

2.0

-19.8

-36.7

R5.4～6月実績

R5.7～9月実績

-25.8

-17.2

-6.0

0.0-9.916.83.0

0.0

-14.30.0

-3.0 R5.10～12月実績

-15.6

-32.1

3.8

-7.2

令和5年7月～9月

来期見通し
令和6年1月～3月

前期比

16.8 -28.7

卸売業

全業種総合判断DI値（当期実績）は、前期比では0.0、前期実績（-9.7）に比較すると9.7ポイントと上昇の
傾向が見られ、前年同期比では、-9.9、前期実績（-6.8）に比較すると-3.1ポイントと横バイの傾向が見
られた。売上ＤＩ値は、前期比で16.8、前期実績（3.8）と比較すると13.0ポイントと上昇の傾向が見られ
た。収益ＤＩ値は、前期比で0.0、前期実績（-14.3）と比較すると14.3ポイントと上昇の傾向が見られた。総
合判断来期見通しは-25.8、今期の実績（全業種（当期実績）前期比0.0）と比較すると-25.8ポイントと下
降の傾向が見られた。

「製造業」のうち食料品は年末の需要期で売上・収益とも前期比上昇、前年同期比でも上昇が多かった
がインフレによる原材料高で増収減益の声も。また暖冬による冬物商品の不調が見られた。織物は暖
冬の影響もあってか製品の荷動きが重く、インフレや各種コスト増による収益の圧迫も受け厳しい状況
となった。漁網･ﾛｰﾌﾟは原材料高騰分の価格転嫁に取り組んで効果もあり、販売数量微減も金額ベース
は2割程度増。ただし需要は弱く、先行きに不安も。鉄工のうち工作機械関連では、日本工作機械工業
会の受注総額は10月1,120億円、11月1,158億円、9月1,270億円。対前年比で内需・外需とも1～2割程
度の減少傾向が続き、当地区でも同様の傾向にあり、やや足踏み状態である。自動車関係では、受注
残解消もありトヨタ国内生産は比較的堅調な時期であったが、中国経済低迷など世界的な景気低迷の
影響も受け伸び悩んだ。化学工業は中国市況の停滞など輸出が不安定な状況下、海外との生産競争
が激化しており、中小企業にとっては非常に厳しい状況。前年同期比では上昇も、前期並みの状況が
続く。プラスチックは取引先業界による違いはあるが、自動車関連は不正の影響が出ている。原材料・
エネルギー高によるコスト増が収益低下の一因になっている。

「建設業」は公共工事、民間工事ともに仕事量はあるが、施工管理技術者等の人手不足による機会損
失が発生している。

「卸売業」のうち、繊維卸は＜産業資材＞車両用基布は7～9月に続き高水準を維持。但しメーカーの不
祥事発覚から商品によって停滞も。他の資材では持ち直しの動きに一服感。インフレによる消費の鈍化
を感じる。＜インテリア＞全てが悪い訳ではないが10～12月前半まで昨年より低迷があり、年末に若干
盛り返した。通期では厳しい状況であった。＜アパレル＞暖冬により店頭が売れ行き不振、春物の仕込
みが遅れる。

令和5年度第3四半期（令和5年10月～12月）景況調査

サービス業 運輸通信業

売　上

＜全業種　各項目期別推移＞

全業種小売業製造業 建設業

（ＤＩ　単位：％）

に比べて の見通し

1
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  ◎DI　(ﾃﾞｨﾌｭｰｼﾞｮﾝ・ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 業況判断指数）について
          DIは景気が上向きか、下向きかを表す指数である。    DIが０より大 ⇒ 景気上向き

   DIが０　　　　 ⇒ 景気横ばい

          DI(%)＝増加・良好などの割合ー減少・悪化などの割合    DIが０より小 ⇒ 景気下向き

（注）生産額・売上額 ：DI＝（増加）ー（減少）　　　　採算（収益 ）      ：DI＝（上昇）ー（下降）

　　  製品･商品在庫 ：DI＝（減少）ー（増加）　 　 　従業員数　     　 ：DI＝（増加）ー（減少）

　    資金繰り          ：DI＝（好転）ー（悪化）　　　　業況（総合判断）：DI＝（好転）ー（悪化）

業　種 前年同期比 前期比 見通し

卸売業

1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 1～3月見通し10～12月7～9月

DI 50%以上 DI 6～49% DI 5～-5%

（総合判断のDIの目安）

0.0 -25.8

（繊維卸）

4

4

製造業 4 3 4

業　種 前年同期比 前期比 見通し

4 4 4

全業種 4 3 4

4 4

（鉄　工） 3 3 4

ｻｰﾋﾞｽ業 2 2 4

（旅　館） 2 1 3

（漁網・ﾛｰﾌﾟ） 4 4 4

2 4

建設業 2 2 3
（旅客･貨物
輸送･水運） 2

0.0

（化学・ﾌﾟ
ﾗｽﾁｯｸ）

2 2 4 運輸通信業 3

2 3
総　合 -26.7 -16.8 -20.3 -15.4

4～6月

-7.2 -9.7-15.0

-15.6 -14.3

16.8 -28.7

-36.7

DI -6～-49% DI -50%以下

売　上 -16.2 -6.2 -15.6 2.9 -19.8 -7.2 3.8

収　益 -35.2 -22.2 -25.8 -21.2 -32.1

5

(石油等そ
の他小売） 5

小売業

＜業況判断DIの推移＞

4 4

4 5（織　物） 5 4 5

[総合判断]

(食料品） 4 2 4 （飲　食） 5 5

-40.0

-20.0

0.0

20.0

R4 R4 R4 R4 R5 R5 R5 R5 R6

1～3 4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12 1～3

DI 全業種 DI 推移

売上実績 収益実績 総合実績 売上予想 収益予想 総合予想
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能登半島地震義援金について 

 

  

 能登半島地震義援金につきましては、会員の皆様からたくさんの温かいご支

援により一次募集（２／２２締切）で集まった以下金額を、２月末日までに日本

商工会議所へ送金させていただきました。 

 

 全国の商工会議所から集まった義援金は、被災した商工会議所に寄贈され、被

災された事業者の事業再開、商工会議所の再建、観光回復事業を目的に活用され

ます。 

 

  

 一次募集義援金  金２，５００，０００円 

 

 

 ※一次募集以降も温かいご支援をいただいております。４月末日に二次募集

分として日本商工会議所へ送金させていただきます。 
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ＢＷＣキャンペーン PartⅡ結果（確定実績） 

            愛知県内結果：基準保険料・基準件数（健康経営表彰）             BWC 基準保険料達成部門 C グループ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目  標：①BWC キャンペーン基準保険料（8,020 千円）の達成  ※16 回連続達成 

②BWC キャンペーンの部門上位（上位９商工会議所）入賞  ※5 回連続達成 

健康経営表彰対象商品：「スマート・ケア」、「スマート・ケアｗｉｔｈ Ｙｏｕ」、「マイ・セラピー」、「ユニット・リンク」、「ユニット・リンク介護プラス」、 

「ユニット・リンク定期」、「ユニット・リンク長期入院一時金プラス」の７商品 

報８
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R5.12.6 

正副会頭会議資料 

 

【発信番号】日商総務発第 115 号 

【発 信 日】2023 年 11 月 28 日 

【発 信 者】日本商工会議所 会頭 小林 健 

【宛  先】蒲郡商工会議所 

      会頭 小澤 素生 様 

【件  名】2025 年日本国際博覧会（大阪・関西万博）前売入場チケット 

            購入・販売に関するご協力方お願いについて 

 

 平素より当所事業活動につきましては、種々ご協力を賜り誠にありがとうございます。 

 ご高承のとおり、来る 2025 年４月 13 日より大阪・夢洲におきまして、「2025 年日本国際博

覧会（大阪・関西万博）」が開催されます。公益社団法人 2025 年日本国際博覧会協会を中心に

諸準備が進められており、今月 11 月 30 日には、前売入場チケットの販売が開始されます。 

 

 国際博覧会は、最先端技術など世界の英知が結集し、新たなアイデアを創造・発信する場と

なっており、国内外からの投資拡大、さらには地域経済や中小企業の活性化にも資するといわ

れております。今般の大阪・関西万博は、現時点で 160 か国・地域、９国際機関が参加を表明

しており、約２兆円の経済波及効果が見込まれるなど、わが国の成⾧の起爆剤として大いに期

待されています。 

 

 当所といたしましても、20 年ぶりに日本で開催される国際博覧会として、地元のみならず、

官民一体となり国を挙げて取り組むプロジェクトとして、その成功に向けて全面的に協力して

まいりたいと存じます。 

 

 各地商工会議所におかれましても、去る 11 月 16 日に開催した当所常議員会でお願いさせて

いただきましたが、本博覧会へのご理解を賜り、会員企業等への周知、広報等についてご協力

いただきますとともに、前売入場チケットの購入・販売について、特段のご高配を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 

  つきましては、前売入場チケットの購入・販売にあたり、貴所におかれましては、500 枚を

目安にご協力賜ればありがたく存じます。諸事ご多端の折誠に恐縮に存じますが、よろしくご

協力のほどお願い申し上げます。 

 なお、申し込み方法等につきましては、CCI スクエアの万博関連特設ページに詳細を掲載し

ておりますので、ご参照いただければ幸いです。 

 

【ご参考：2025 年大阪・関西万博関連情報（CCI スクエア）】 

 https://www4.cin.or.jp/somu1/expo2025/ 

■■
報９
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あ〔個人情報に関して〕 

・申し込みフォームにご記入いただいた個人情報は、○○商工会議所、日本商工会議所および（公社）２０２５

年日本国際博覧会協会が前売入場チケット販売、管理のための事務業務に利用します。これらについては申込

者ご本人に同意いただいたものとして、取り扱わせていただきます。 

・お申し込み内容に基づき、（公社）２０２５年日本国際博覧会協会からご購入の手続きをご案内いたします。 

上記の事項をご確認の上、チェックをお願いします。 

□個人情報の取り扱いについてを確認し、同意します。 

 

≪申込者情報≫≪必須≫ 

企業名 連絡ご担当者 
 

ご所属・ご役職   ご芳名   

所在地 〒   

TEL   e-mail 
 

 

≪お申込内容≫ 

入場チケット購入情報（超早期購入割引、購入期限:2024 年 10 月 6日） 

〔購入枚数について〕 

※計 100 枚以上でお申込みください。 

※入場チケット価格は税込です。 

※年齢区分は大人（満 18 歳以上）、中人（満 12-17 歳）、小人（満 4-11 歳）です。 

※年齢は 2025 年 4 月 1 日時点の満年齢です。3 歳以下の方は無料です 

１．超早期購入割引一日券（販売期間:2024 年 10月 6 日まで）会期中いつでも１回入場可                    

大人 6,000 円：    枚  中人 3,500 円：    枚  小人 1,500 円：    枚 

２．開幕券（販売期間：2025 年 4 月 12 日まで）4月 13 日から 4月 26 日まで１回入場可                       

大人 4,000 円：    枚   中人 2,200 円：    枚    小人 1,000 円：    枚 

３．前期券（販売期間：2025 年 4 月 12 日まで）4月 13 日から 7月 18 日まで１回入場可                      

大人 5,000 円：    枚    中人 3,000 円：    枚    小人 1,200 円：    枚 

４．夏パス 7月 19 日から 8月 31 日まで 11時以降何度も入場可                                          

大人 12,000 円：    枚   中人 7,000 円：    枚    小人 3,000 円：    枚 

５．通期パス 4 月 13 日から 10 月 3 日まで 11 時以降何度も入場可                                        

大人 30,000 円：    枚   中人 17,000 円：    枚    小人 7,000 円：    枚 

６．特別割引券 障がい者手帳等をお持ちの方および同伴者１名が購入可能で、会期中いつでも 1人 1 回入場可 

大人 3,700 円：    枚    中人 2,000 円：    枚    小人 1,000 円：    枚 

 

購入枚数合計 *100 枚以上≪必須≫       枚 

 

記念チケットの発行希望 （チェックを入れてください）≪必須≫       □あり   □なし 

※1枚あたりモノクロ 100 円、カラー150 円（いずれも税別・送料別） 

FAX またはメールアドレス等 

○○○商工会議所 御中 
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東三河経済フォーラム2024
主催/東三河広域経済連合会 日時 :令和6年2月 6日 (火 )

15日寺00分 -17日寺45分
場所 :ホテルアークリッシュ豊橋

フオーラム次第

■開会

■プログラム
1日 開会挨拶

。東三河広域経済連合会 会長 神野吾郎

2日 来賓挨拶

●愛知県副矢回事 江口幸雄 氏

3日 東三河ものづくり大賞 表彰式

●審査委員会講評 /審査委員長 豊橋技術科学大学 学長 寺嶋―彦 氏
●表彰セレモニー
o受賞者
。本 賞 /1ittlアブラックス 。tantorelittl e艶栄工業littl
・特別賞 /豊橋技術科学大学ロボコン同好会 とよはし☆回ボコンズ
●受賞者プレゼンテーション

4. 特別言語演

0テーマ /組織の危機管理 ～不祥事対応の事例から～
●講 師 /森・浸田松本法律事務所 弁護士 林 真琴 氏

5日 閉会挨拶

0東三河広域経済連合会 副会長 権田知宏

プロフイー)レ

1957年愛知県豊橋市生まれ。1981年東京大学法学
部卒業。1983年に東京地方検察庁検事任官。2003
年4月に法務省矯正局総務課長に着任。法務省刑事

局長などを歴任し、2018年に名古屋高等検察庁検事
長、2020年 5月から東京高等検察庁検事長を務め、同
7月に検事総長。現在は弁護士。

■閉会
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東三河ものづくり大賞 2023

C02排出量削減を実現する「バイオ潤滑油」

株式会社アブラックス 様

【表彰理由】
2023年 7月 の世界平均気温が観測史上最高となる見通しから、
国連のグテーレス事務総長は会見で「地球温暖化の時代は終わ
り、地球沸騰化の時代が到来した」と発表した。同年、日本でも気温
40℃超えの地域が増加し、熱中症による救急搬送が前年の信以上

となり、C02削減は待つたなしの課題である。京都議定書目標達成
計画の一つとして温室効果ガス

'F出

削減量を認証する「国内クレジ

ット制度」が女台まり、これを継いで 2014年度より『 J―クレジット制度』と
して多くの企業や自治体が参画している。今後、C02削減は企業
活動として必須となり、東三河のものづくりにも持続可能な活動であ

ることが強く要求される。
アブランクス株式会社は 2022年に設立された新しい企業である
が、本申請の『バイオ潤滑油』の開発は 2017年から開始されてお

3エイトオイルLA100

臣鐵◇

|

載二七酌軍■4..`..● |`■ |"●

り、2023年 8月 より実用化され、現在までの短期間に 200万円を売り上げている。バイオ潤滑油
は石油などの鉱物油を原料とせず、バイオマス原料を用いるために C02削減に寄与する。さらに、
穀物を原料とする油と比較し、食堂や食品工場などから廃棄される食用油などを原料としてベー

スオイルを取得しており、削減効果はさらに高まる。Jぃクレジット制度における方法論 (WA-003)に
基づき、鉱物油と比較してバイオ潤滑油 19000L導入あたり、最大 2tonの C02削減効果がある。
ものづくり1こおいては様々な機械が利用され、機械の動力伝達に用いられる作動油や金属加
工に用いられる切削油など、大量消費される油をバイオ潤滑油に置き換えることイこよりC02削減
を進められる。多くの企業では削減手段の検討に苦慮しており、往々にして初期投資が必要な場

合が多く、取り組みの障壁となつている。これに対してバイオ潤滑油の導入は消耗品の置き換え

であり、導入に伴うイニシャルコストが不要であり、また、導入段階よりC02削減が可能である。
バイオ潤滑油は、りF出された原料油の濾過と精製を経て数種類のベースオイルを取得し、添加

剤の調合やブレンドの最適化により、目的に応じた製品を供給する。開発において課題となつた

のは、バイオマス由来油特有の臭い (鉱物油にも臭いがあるがそれと異なる臭いへの違和感 )の

問題と、酸化劣化による寿命の問題である。臭いについては、燃焼技術を用いた脱臭化技術によ

り無臭化に成功している。また、酸化劣化については、産学連携による研究活動を通して酸化メカ
ニズムの解析を進め、フェノール系抗酸化剤とポリエチレンイミンを用いた酸化抑制効果により、

従前の油交換期間以上の寿命を得ている。

現在、自動車部品製造業や金属加工業でのバイオ潤滑油の使用が拡大している。使用 目的ご

との調整は必要なものの、多くのものづくり現場において、現在使用されている鉱物由来の油から
の代替が大いに期待できる。また、消耗品であるバイオ潤滑油を導入した際に C02削減効果 (J―
クレジット等)が付帯するという強力な利点がある。東三河のものづくりについても単に良いものを

作ればよい時代ではなく、C02削減の取り組みを進めつつものづくりを活性化することが求められ
ている。このような背景から、バイオ潤滑油は C02削減の観ッ点で地域産業に貢献し、地域産業の
活性化ならびに東三河のものづくりのプレゼンス向上に貢献することが強く期待される。

令不日6年 2月 6日

東三河広域経済連合会 東三河ものづくり大賞審査委員長

国立大学法人 豊橋技術科学大学 学長 寺嶋一彦

審査協力 :豊橋技術科学大学
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東三恥 のづくり大賞 202C

舌筋トレーニ〃 向けシー職影代 Rantore sheet」 の開発で

無呼吸症候群と誤聴性肺炎予防

tantore株式会社 様

【表彰理由】

tantore株式会社は、2018年にシーH彫ベ
の企画販売会社として愛知県豊橋市に設立さ

れ、様々な金網や棚 謗与ッシュの特殊加工・

販売を行っている。本表彰対象である「tantore

sheet」はこれらの知識・技術を活かして、2019

年に舌筋トレーニング用食品及びその使用方

法で特許を取得し、2022年からサイト販売が

開始されている。

このtantore sheetは、オブラートなどのシー

ト状食品の通常の製造工程に、独自の技術で

ある「ローラー圧延」を用いてシート状グミを

150 μ mに積層しており、上顎への張リイ寸き感が良く、かつ溶けにくい構造となっている。このため、
tantore sheetは舌を使って徐溶するのに5分程度かかり、それが「苦筋トレーニング」として最適な構

造となっている。また風味やサプリメント成分に工夫があり、5分間舌を動かじ硫けることに対する工

夫がなされている。このような舌筋をトレーニングする製品は国内外にはない。類似したものにマウス

ピースがあるものの携行性、機含旨l生、継続陛、安ハ上性などで本製品の方が優れている。またトレーニ

ング効果も大学や医療機関との共同研究で示されており、多くの臨床訓鎚 進められている。

臨床における苦筋トレーニングの姑象として、世界的に増加している無呼吸症候群や誤疎性肺

炎が主に挙げられる。両疾患とも慢性的に日常生活レベルくヽD生活の質 (qu』五y of life;QOL)を低

下させ、生命予後を悪化させることが示されており、この予防は世界的にも大きな主関心事である。

高齢に伴う全身の筋力低下 (サルコペニア)は、舌筋を含む飲みこむ力 (疎下機能)にも発生し「老

疎 (オーラルフレイル )」と呼ばれている。これは高齢者において誤囃性肺炎の重要なリスクファクタ

ーとされ、疎下機能低下からいったん誤疎!性肺炎を発症すると誤疎の危険J性のため口からの食事

摂取が一切禁止されてしまうことがある。誤喋の姑策のひとつとして苦筋トレーニングが必須となるが、

その有効なトレーニング方法は今のところ確立されておらず、現段階で本製品が唯一の対策になる

といつても過言ではない。「歳をとつたら食べたいものが食べられなくなった」という制限から解放され

ることは、まさに食べることのリハビリテーションであり、QOL改善の根源である。
高度な加工技術により創造された新たな価値は、より多くの人に健康の利益をもたらさ身虔うことイこ寄

与しており、地域産業の活性化に貢献笙 る。

令和 6年 2月 6日

東三河広域経済連合会 東三河ものづくり大賞審査委員長
国立大学法人 豊橋技術科学大学 学長 寺嶋一彦

⌒

一

審査協力 :豊橋創造大学
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東三河ものづくり大賞 2023

ニドムを利用したバイオ加工の確立

～セルロース繊維のヴィンテージ化を実現～

艶栄工業株式会社 様

【表彰理由】

艶栄工業株式会社は、昭和 23年に綿スフ繊物の起毛整理力日工

業として創業した。以来、東三河地域の染色整理業の主要企業とし

て、インテリア織物、合成皮革用基布など手広く手がけ、さらに防炎
加工やニドムバイオ加工など新たな加工方法を開発して、地元の繊
維製品の製造においてなくてはならない企業の一つとなつている。
これまでセルロース系繊維を改質するためのバイオ処理力日工は、
他企業でも実施されてきたが、それらは一般的にワッシャーや液流
染色機を用いてバイオ処理を行うものを指す。しかし、これらの加工

では、繊維の内部 (芯)まで柔らかく仕上げることは困難であつた。艶
栄工業(株)が確立したニドム加工は、それらの力日工とは一線を画す
ものであり、風合い力日工機専用のニドム機(国内では当該企業のみ
が所有)を利用し、セルロース系繊維に『揉み、叩き、酵素コントロー

ル』を効果的に作用させることで、繊維の内部(芯)から柔らかくドレー

プ性、弾力性 (ノリコシ感 )、 高かさ高性、パウダー調を実現したものである。

ただし、これらの技術を確立するためには、加工する繊維の素材や組織、密度によつても細

かく条件設定する必要があり、また力日工による生地の強度低下も防がなければならない。艶栄
工業(株)では素材に合った条件設定を見つけるために、温度や時間、回転数、酵素量などの

条件を細かく設定しながら、数百にわたる試作を繰り返し、様々な生地に紺応できるニドム加

工技術を確立した。

中でも、艶栄工業(株)独 自のボンディング生地に施すニドム加工については、特許も取得し

ている(特許第 7142870号『両面起毛積層シート及びその製造方法』)。 ボンディング生地は、
加工により貼り合わせ部に剥がれや気泡が発生し易く、加工が難しいとされるが、ニドム機に

投入する前段階の生地のタッキング(畳み)工程からノウハウを持ち、処理温度や時間、回転

数、酵素量などの条件を細かく設定することで、繊維の芯から柔らかく、毛羽感もクリアな生地

を実現した。これらは、国内外の有名ブランドイこ採用されており、ニドム加工を施したボンディ
ング生地で製作されたアウターは大変好評を博している。
ニドムを利用したバイオ加工技術は優れており、高級感のある風合いが支持されて国内外
の有名ブランドにも採用されている。ニドム加工ができる企業は国内外においても他になく、

今後も艶栄工業(株 )を代表する加工として幅広い展開が期待される。既得の技術に安住せ

ず、技術開発により新たな優位性を創造した本加工技術は、地域産業の活性化に貢献でき

る。

令不日6年 2月 6日

東三河広域経済連合会 東三河ものづくり大賞審査委員長
国立大学法人 豊橋技術科学大学 学長 寺鳴一彦

審査協力 :あいち産業科学技術総合センター三河繊維技術センター
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GAMAGORI  CHAMBER OF COMMERCE ＆ INDUSTRY

蒲郡商工会議所蒲郡商工会議所

〒443-8505 愛知県蒲郡市港町18番23号
TEL.0533-68-7171  FAX.0533-68-0339
　  https://www.gamagoricci.or.jp　     
     kaikan@gamagoricci.or.jp
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●郵便局

アピタ

竹本油脂
本社工場

蒲郡駅

セブン
イレブン●

市民会館東
郵便局前

港町3番蒲郡駅南

蒲郡商工会議所

蒲郡商工会議所では、少人数での打合せや大規模な展示
会など様々な用途にご利用いただける会議室をご用意し
ております。さらに音響・映像システムなど各種機器を
取り揃え、館内・会議室無料 Wi-Fi も完備しています
ので、お気軽にお問い合わせください。

会場利用のご案内

蒲郡商工会議所 JR 東海道本線・名鉄蒲郡線
「蒲郡駅」より徒歩約５分

交通案内

無料
駐車場

140台

JR・名鉄
蒲郡駅から
徒歩5分

開館時間：午前 9 時〜午後 9 時
※午後 6 時以降に会議室の利用申込がない日は、午後 6 時に閉館する場合があります。

休 館 日：12 月 29 日〜1 月 3 日
※本所が必要に応じて定める休館日
※会議室の利用申込がない土日祝日などは、休館日となる場合があります。

【  会 館 の ご 利 用 方 法  】 2024.4.1～

HPの予約カレンダーから7日前までに
お申し込み下さい。＜仮予約＞

仮予約受付自動返信メールをご送付致します。

仮予約受付後、当所において会議室等が使用可
能であるか確認させていただきます。

（お申込み内容に不明な点がある場合は、お問合せさせていた
だきます。）

仮予約受付自動返信メールより5営業日以内に、
請求書をメールにてご送付いたします。

会議室等使用料を、請求書発行日より2週間以内
にお振込みください。

当所でお振込みが確認できた時点で予約完了と
なります。

● 利用時間は、設営準備及び後片付けの時間も含まれます。
● 当日の付帯設備の追加は、ご要望に応じられない場合があります。
● 会議等終了後は、事務局又は管理人までご連絡下さい。

利用当日

会議室等の利用制限
次の場合は利用を許可しません。また、既に利用中であっても許可を変更・取消し・
中止を命じることがあります。
①公の秩序、または善良な風紀を乱す恐れがあるとき。
②商工会議所の目的に反する恐れがあるとき。
③会議室、設備及び備品等を破損する恐れがあるとき。
④地元商工業者、または一般消費者に著しい不利益を与える恐れがあるとき。
⑤会館内の他の利用者に対し、迷惑をおよぼす恐れのあるとき。
⑥その他本所の会館管理・運営上、支障があると認められるとき。

利用権譲渡の禁止

その他

会議室飲食可

無料駐車場140台

P
フリーWi-Fi

FREE-WiFi

有料会場設営サービス

主な設備・サービス

会議室等利用権を第三者に譲渡・転貸することはできません。

①閉館休館情報は、蒲郡商工会議所ホームページに掲載されています。
②ご利用上の注意等詳細については、ホームページ等に掲載の「蒲郡商工会議所 
　会議室等利用の手引」をご参照ください。
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イベントホール

205
会議室

201
会議室

202
会議室

203
会議室

204
会議室

ウッドデッキ

ラウンジ
蒲郡
土木協会

（一社）
蒲郡青年
会議所

蒲郡
鉄工会

三河繊維産元
協同組合

アクサ生命保険
株式会社

豊橋営業所蒲郡分室
蒲郡

ロータリー
クラブ

ライオンズクラブ

特別会議室 2

特別会議室 1会頭室 応接室

ウッドデッキ

コンベンションホール
蒲郡商工会議所
中小企業相談所
専務理事室

控室 物産
展示

コーナー

コワーキング
EGG

101
会議室

定例
相談室

管理
人室

ウッドデッキ

Gama Cafe
& Bakery

1 階平面図

3 階平面図

2 階平面図

1st floor

2nd floor

3rd floor

コンベンションホール

特別会議室 1

会議室

設備・備品利用料金
設備・備品利用料金は会議室等利用時間区分に対応するもので、複数日利用する
場合は、その都度利用料金が必要となります。
会議室等設営・撤収等
・会議室等設営・撤収（原状回復）は、原則として利用者で行っていただきますが、
　コンベンションホールなどは本所に依頼することもできます。
・本所に会議室等設営・撤収を依頼した場合、本所が会議室等設営・撤収を行う
　時間も利用時間に含みます。
・本所が会議室等設営・撤収を行う時間は、会議室等設営撤収時間・料金表に定
　められた会議室等設営・撤収時間になります。
・会議室等設営・撤収料金は、会議室等設営撤収時間・料金表に定められた料金
　となります。
会議室等利用料金の減額
展示会の会議室等設営・撤収及び会議室等設営後の維持のために、会議室等利用
区分のすべての時間利用する場合は、会議室等利用料金を 50％減額します。
会議室等利用料金の還付
会議室等利用を取消しする場合、以下の還付率で納入済み利用料金を還付します。
①利用日の 7 日前までの取消し …………… 全額還付
②利用日 6 日前より当日までの取消し……… 還付しない

201会議室　◆ 約68㎡
定員30名（3人掛）　机10　椅子30
202～204会議室　◆ 約37㎡
定員18名（3人掛）　机6　椅子18
※３室一括･２室一括で利用可能
205会議室　◆ 約60㎡
定員24名（2人掛）　机12　椅子24
イベントホール　◆ 約175㎡
定員40名（2人掛）　机20　椅子40

コンベンションホール　◆ 約355㎡　
最大300名（椅子のみ）
電動昇降式プロジェクター・150インチスクリーン
2/3(ホールＡ)と1/3(ホールＢ)を間仕切りして利用可能
１０１会議室　◆ 約35㎡
定員12名（2人掛）　机6　椅子12

特別会議室１　◆ 約158㎡　　
定員３８名　円卓机１　椅子３８
木目を基調とした内装の格調高い会議室です。
特別会議室２　◆ 約48㎡　　
定員１６名　机１　椅子１６

※スクール形式で使用する場合の目安です。

コンベンションホール

コンベンションホール A

202.203.204 会議室一括
201 会議室・205 会議室

コンベンションホール B
イベントホール

202.203/203.204
会議室一括

時　間
1時間15分

45 分

30 分

15 分

時　間

45 分
30 分

20 分

15 分

時　間

2 時間
1時間15分

50 分

30 分

料　金
1,430

880

550

330

料　金

880
550

330

330

料　金

2,310
1,430

880

660

会議室等名称
設　営 撤　収 設営・撤収設備・備品名称 利用料金 設備・備品名称 利用料金

音響システム A
音響システム B（ホール B 専用）

常設プロジェクター
常設スクリーン

ワイヤレスアンプ

レクチャーアンプ

プロジェクター
スクリーン
TV モニター

BD プレーヤー

音響システム C（特別会議室 1 専用）

音響システム D（イベントホール専用）

金屏風

2,750
1,100

3,300
2,200

550

1,100

2,200

550

1,100

1,100

1,650
1,100

2,200
パネル  1 枚 550

■会議室利用料金表（一般）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
利用料金（円）

■設営撤収時間・料金表　　　　　　　　　　　　　　   ■設備・備品利用料金表　　　　　　　　　　　　　　　

会議室等名称

コンベンション
ホール
コンベンション
ホール A
コンベンション
ホール B

101 会議室

特別会議室 1

特別会議室 2

収容
人員

料金
区分

机
椅子

約
200※

約
100※

約
50※

12

38

16

収容
人員

30

18

36

54

24

40

80
300
52

200
20

100
6
12

1
38
1

16 

会議室等名称

201 会議室

202/203/204
会議室
202.203/203.204
会議室一括
202.203.204
会議室一括

205 会議室

イベントホール

平日
休日
平日
休日
平日
休日
平日
休日
平日
休日
平日
休日

午　前
9:00〜12:00

28,380
34,050
20,790
24,940
11,220
13,460

3,300
3,960

15,840
19,000

5,610
6,730

午　後
13:00〜17:00

31,350
37,620
22,770
27,320
12,540
15,040

3,960
4,750

17,490
20,980

6,270
7,520

夜　間
18:00〜21:00

31,350
37,620
22,770
27,320
12,540
15,040

3,960
4,750

17,490
20,980

6,270
7,520

午前・午後
9:00〜17:00
59,730
71,670
43,560
52,260
23,760
28,500

7,260
8,710

33,330
39,980
11,880
14,250

午後・夜間
13:00〜21:00

62,700
75,240
45,540
54,640
25,080
30,080

7,920
9,500

34,980
41,960
12,540
15,040

終　日
9:00〜21:00

91,080
109,290

66,330
79,580
36,300
43,540
11,220
13,460
50,820
60,960
18,150
21,770

利用料金（円）料金
区分

机
椅子

10
30
6
18
12
36
18
54

12
24
20
40

平日
休日
平日
休日
平日
休日
平日
休日
平日
休日
平日
休日

午　前
9:00〜12:00

5,610
6,730
3,960
4,750
6,930
8,310
9,240

11,080
4,950
5,940

11,220
13,460

午　後
13:00〜17:00

6,270
7,520
4,290
5,140
7,920
9,500

10,560
12,670

5,610
6,730

12,540
15,040

夜　間
18:00〜21:00

6,270
7,520
4,290
5,140
7,920
9,500

10,560
12,670

5,610
6,730

12,540
15,040

午前・午後
9:00〜17:00
11,880
14,250

8,250
9,890

14,850
17,810
19,800
23,750
10,560
12,670
23,760
28,500

午後・夜間
13:00〜21:00

12,540
15,040

8,580
10,280
15,840
19,000
21,120
25,340
11,220
13,460
25,080
30,080

終　日
9:00〜21:00

18,150
21,770
12,540
15,030
22,770
27,310
30,360
36,420
16,170
19,400
36,300
43,540

蒲郡商工会議所会議室等利用料金表 （消費税10％込）

60



2022年 （5月～12月） 1,813 名受験

1位 日商簿記 808名

2位 金融業務能力検定 192名

3位 ソフトバンク社内検定 172名

4位 銀行業務検定試験 98名

5位 日商販売士 33名

6位 世界遺産検定 32名

6位 ソムリエ協会呼称資格認定試験 32名

8位 家電製品資格試験 30名

9位 少額短期保険募集人試験 28名

10位 適性検査 24名

2023年 （1月～12月） 4,220 名受験

1位 日商簿記 1981名

2位 IPA（情報処理推進機構） 319名

3位 電気主任技術者・電気工事士 191名

4位 銀行業務検定試験 164名

5位 金融業務能力検定 161名

6位 ソフトバンク社内試験 130名

7位 炭素会計アドバイザー協会 122名

8位 日本漢字能力検定 111名

9位 日商販売士 71名

10位 家電製品資格試験 63名

・
・
・

・
・
・
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